
PlatonicAngels 洗脳プロジェクト―VS 水瀬さやか― 

 

 

（注意） 

この台本はあくまでご視聴の際の参考用です。  

この参考台本は作品内で、どのようなセリフだったのかを確認することを目的として同梱 

しております。 この目的以外の使用、許可のない使用、無断転載や盗作、抜粋して別の作 

品に引用利用する 等の行為は絶対に行わないでください。 

 （レビュー投稿や感想を書くまとめサイトに引用利用することは問題ございません。） 

また、この台本は参考用ですので実際の音声とは異なる部分が多々ございます。 

アドリブも多くありますので、セリフのない部分は全てアドリブになります。  

この部分は台本に記載されておりませんのでご了承下さい。  

エンジニアの方、声優への指示等、セリフ以外の指示書きは省いております。 

この注意内容をご理解、ご了承の上、参考程度にご覧ください。 

何卒宜しくお願い致します。  

 

SweetNightmare MOMOKA。 

 

 

 

 

0－1、（初めての人向け）推しグループマネージャーからの依頼 

 

マ：初めまして。私『EA プロダクション』の妖美ナナオ（えんびななお）と申します。 

  急にお呼び出ししてしまって申し訳ありません。 

  本日は弊プロダクション所属『DarksideMoon』単独ライブにお越し下さり 

誠にありがとうございました。 

彼女達のライブはいかがでしたか？楽しんで頂けました？ 

…ふふふ。聞くまでもありませんでしたね。貴方は会場の中で誰よりも興奮していて… 

熱い声援を彼女らに送って下さっておりましたから。 

ファンクラブ会員番号も 1 桁台、毎月一番高いプランで応援して頂き、 

熱心にライブにも通って下さっていて… 

そんな貴方の応援を私共は、大変嬉しく思っております。 

…あら、そんな緊張なさらないで下さい。本日ライブ後に貴方をここにお招きしたのは 

別に悪いお話をしようということではないのです。 

寧ろ、貴方にとってはとても…嬉しい内容だと思っております。 



そう…とても素敵なお話をしようと思いまして僭越ながら貴方をお呼び致しました。 

少し、お尋ねしたいことがあるのですが…宜しいでしょうか。 

  貴方は最近、今までより性欲が強くなったと… 

女性を見てムラムラすることが増えたと感じることはありませんか？ 

  …ふふふ、驚きますよね。急にこんなプライベートな質問をすみません。 

最近、話題になっているでしょう？性欲が異常に強くなったという人が増えた…と。 

また、その影響で所かまわず SEX をする人が増えて、 

路上セックスや公の場での SEX が社会現象になっている…と。 

それもこの半年程で大分落ち着きましたが… 

このような社会の変化の中、『DarksideMoon』の 1 番のファンである貴方は… 

そういった性的なことに対する欲求がどのように変化しているのか…気になりまして。 

 

…戸惑っているようですね。ふふ、そうですよね。急にこんな突飛な質問をされたら 

そうなりますよね。性欲が増した…と答えてはいけないのではないかと、 

そう思ってしまいますよね。ふふ…わかります。 

 

ではこの現象について、私の考えを申し上げましょう。 

私はこの現象をとても素晴らしい現象だと考えております。 

何故なら、現代社会では少子化が大変大きな問題となっております。 

このままいけば、人類は減少の一途をたどり、いずれ滅亡する… 

つまり、SEX を行うことは少子化を解決することにつながり、 

ひいては人類滅亡の危機を救うことになるのです。 

男女が SEX をすればするほど、その問題は解決に導かれる… 

…貴方もそうは思いませんか？ 

 

 

そうでしょう？ふふ。貴方は頭が良いようですね。助かります。 

男性は強い性欲をもっている方が素晴らしいのです！ 

女性を孕ませる気概をもつ男性…それはつまり、世界の救世主なのです！ 

人はもっと交わり、もっと重なり、もっと気持ちよく感じ…SEX に興じる… 

人間はそうあるべきだと、そうは思いませんか？ 

 

ふふふ。やはり貴方は私の見込み通りの男性ですね。素晴らしいです。 

共感して頂けて大変嬉しく思います。 

 

さて…それでは最初の質問に戻りますが… 



  貴方は最近、今までより性欲が強くなったと… 

女性を見てムラムラすることが増えたと感じることはありませんか？ 

  …なるほど。ここ 1 年程は以前よりもずっと性欲が強くなったと…。ふふふ。 

  では日常的に SEX を行っているのですか？ 

  ふんふん、SEX をする相手がいないと…。ではオナニーを？ 

  なるほど…今までは週に２・３回だったオナニーを、最近は毎日…しかも 

  1 日２～３回行うようになったのですね。わかりました。 

  街を歩いている時に、目の前にいる女性と SEX したいと思ったことはありますか？ 

  …ふんふん。では、その女性をその場で犯してしまいたいと思ったことは？ 

  …正直に答えて下さってありがとうございます♪ 

  素晴らしいですね。性欲に溢れていて…立派ではありませんか。 

  素質あり、ですね。 

  …何の素質か…ですか？ 

それは、先ほども申し上げたように… 

  この世界の救世主になる素質、です♪ 

   

 先程も申し上げましたが、この世界は今、少子化という現象に悩まされているのです。 

 だからこの世界の人間はもっともっと…性行為を行うべきなのですよ。 

さらにそれだけではありません。 

貴方…先ほど SEX を行う相手がいない、と仰っていましたよね。 

 これはどうしてでしょうか？ 

 貴方のように性欲に溢れた素晴らしい男性を求める女性がいないというのは、 

実に不可解です。 

だってそうでしょう？子孫繁栄は人類存続において不可欠な願いのはずです。 

ならば、より性欲の強い男性に惹かれ、女性が集まるのは必然のはず。 

貴方はもっと、女性に求められて然るべきなのです。 

 なのに、貴方は一人寂しく自分を慰めるしかない…溢れるほどの性欲をお持ちなのに。 

 …それが何故だかわかりますか？ 

貴方に魅力がないから？…いいえ、そんなことはありません。 

性欲の強い男性に魅力がないなんてありえません。 

では何故貴方のことを女性が求めないのか… 

本来ならもっともっと求められ、ハーレムをつくり、沢山の女性と交われるはずなのに… 

何故貴方のような素晴らしい、性欲溢れる男性が欲求不満でいるのか… 

その答えは 

貴方が女性に求められる、その機会を奪う者がいるからです。 

 



 そう、貴方が女性と SEX できないのは、その邪魔者のせいなのです。 

 貴方だけではありません。実は…この世界の沢山の方がこの被害にあっています。 

  

 『PlatonicAngels』このアイドルグループをご存じでしょうか。 

 …そうですよね。もちろんご存じですよね。 

 半年前に結成された、現在人気急上昇中の新星アイドルグループ。 

 楽曲の売り上げも、1 年前にスタートした『DarksideMoon』に並ぶ勢いです。 

 今やどこにいっても彼女たちの曲が流れ、誰もがその曲を知っているでしょう。 

貴方は…彼女達も応援していらっしゃるのでしょうか？ 

 

…ふふ、ですよね。 

貴方が『DarksideMoon』一筋である事は、存じております♪ 

 会員番号 1 桁台の方でも、最近は『PlatonicAngels』に熱を注いでいる会員の方も 

いらっしゃって、大変寂しく思っております。そのような中、 

貴方のように一途に『DarksideMoon』を応援して下さる方がいて下さって、 

本当に嬉しいです。 

 

さて…彼女達『PlatonicAngels』のお話をどうして今出したのか…ですが… 

それは…彼女達こそが、貴方のような素晴らしい性欲をお持ちの魅力的な男性と 

女性が SEX する機会を奪っている…その邪魔者だからです。 

 

 ふふふ。何が何だかわからない、というお顔ですね。 

それでは、詳しくお話をしましょう。 

 

 まず、男女が性行為を行うには沢山のハードルがありますよね？ 

 まずは意中の相手と両想いにならなければならないというハードル、 

 そして、体に触れるまで心の距離を縮めなければならないというハードル 

 そして、SEX に誘うということ自体のハードル。 

 大きく分けてもこれだけのハードルがあります。 

 なので、自分に自信がない男性や、コンプレックスのある男性は 

 折角素晴らしい魅力を持っていても、これらのハードルを越えることができないのです。 

 好きな人がいても、自信がないから声がかけられない… 

 街で歩く素敵な女性がいて、その人と関係を持ちたくても、 

振られるのが怖くて声をかけられない…。そんな経験、ございませんか？ 

 そうでしょう。 

 そして、これは多くの男性に当てはまることだと思います。 



 要は、所謂本能である『関係を持ちたい』『SEX したい』という衝動を 

 貴方自身の脳が理性が、今までの経験や悪いイメージを持ち出してきて拒否するんです。 

だから声をかけない。結果、関係を持つタイミングを逃してしまうんです。 

  

 

では、その悪いイメージを持ち出す理性を、 

一時的に抑えることができればどうでしょうか。 

例に挙げたようなハードルはなくなり、本能のままに行動できるようになるのです。 

人間というものは愚かで、『理性に従う』ことこそが正義だと思っております。 

だから SEX の機会が減り少子化につながる。少子化は人類滅亡へのカウントダウンです。 

さらに、理性で性欲を抑えつけることにより欲求不満な人間が増え、犯罪が起こるのです。 

理性を持つことは社会を生きる上では必要なことでしょう。 

ですが、人類存続のためには、それが邪魔になることだってあるのです。 

SEX のためには、人類存続のためにはまさにそう…理性が邪魔になります。 

 

さて、ここからが本題です。 

私達『EA プロダクション』は『Ext Aid』という組織が運営しております。 

『Ext Aid』は人類滅亡の危機を救うため、人間の性欲を高め、 

性における理性だけをキャンセルする… 

そのような研究を行っております。 

人間の『理性』を故意に外すことができれば…ＳＥＸしたいと思ったら交わる。 

ペニスがムズムズすればすぐに交尾を行う。それが可能となります。 

ああ、女性に気を使われているようでしたらご安心ください。 

私達が理性をとばすのは何も男性だけではなく、女性もですから。 

貴方が男性なので男性側で例をあげておりましたが、もちろん女性も同様に、 

交尾に前向きになるように理性を外すことが可能です。 

お互いが求めあう…これって、素晴らしいことだと思いませんか？ 

性に対する理性の作り出すハードルを取り払い、 

皆が本能のままに交わることができる… 

 

そしてそれを可能にしているのが、弊プロダクションが運営するアイドル 

『DarksideMoon』というわけです。 

彼女達の歌を聞いていると…ムラムラしてきませんか…？ 

体中からゾクゾクとした感覚が沸きあがり…ペニスが疼きませんか？ 

ふふ。でしょう。それは、彼女らの歌声にそういう力が含まれているからです。 

彼女らには『Ext Aid』の研究により生み出された特別なレッスンを受けてもらいました。 



この特別なレッスンにより、『DarksideMoon』の 2 人は歌を聞いた人間の 

性欲増長と、性に関する理性をキャンセルする…特殊な歌声を会得したのです。 

 2 人はそれこそ血のにじむような努力をし…この力を得ました。 

 そして、その力は世間に幅広く受け入れられました。 

 今や誰もが羨む NO1 アイドルユニットです。 

 そして二人の歌声が広まり…多くの人間が様々な場所で本能のまま、交尾を行う現象が 

 広がっているわけです。私達は人類滅亡の危機を救う、世界の救世主なのです。 

 貴方も 1 年ほど前から性欲が増しているのですよね…？ 

 それは、『DarksideMoon』の 2 人能力に他なりません。 

 まぁ、貴方の場合奥手なのと非常に理性が強かったこと、そしてもともと女性との 

 関りが少なかったことからどうやら全てオナニーで消化されてしまっていたようですが。 

  

さて、そんな画期的で素晴らしい人類救済計画を立てた弊組織と、それを実行する 

『DarksideMoon』の 2 人ですが…この計画を邪魔する者が現れました。 

 

…厄介なことに、この国の政府なのですよ。 

社会現象となった SEX…彼らの言葉を借りるなら、『辺り一帯で行われる乱交』。 

これを問題視したわけです。 

先見の明のない政府たちが、この現象を止めることは即ち自分たち人類の首を絞め、 

滅亡のカウントダウンを進める愚行だとも知らずに…研究を始めたのです。 

性に対する理性を失った人間を捕らえ、脳波をとり…そしてその外された『理性』を 

取り戻す方法の研究です。 

理性を外す、外さないは要は脳波のコントロールですので、『DarksideMoon』の歌声で乱

れた脳波を弄ることで、理性は戻るのです。 

そして奴らは…ついにその『理性』を戻すためのプログラムを完成させました。 

端的に言えば、私達と同じく…特殊な周波数を持つ歌を聞かせる方法です。 

そしてその周波数で歌う特殊能力を身につけた存在、それが先ほどあげました 

新星アイドル、『PlatonicAngels』なのです。 

彼女らは政府の力で露出を増やし、人気を獲得し、今や『DarksideMoon』と並ぶ 

大人気アイドルとなりました。 

お蔭で彼女らの歌声により、『DarksideMoon』の歌でとばした理性も元通り… 

人類の滅亡へのカウントダウンはまた針を進めることとなりました。 

このままでは人類滅亡を免れることができません。 

愚かな政府と、政府の犬にはご退場頂かなくてはいけないのです。 

政府とその犬である彼女ら『PlatonicAngels』は邪魔なのです。 

人類を滅亡に導く悪と言っても過言ではないでしょう。 



 

彼女らを排除すれば、性に対する理性を戻す存在はなくなります。 

ですから、皆本能のままにＳＥＸすることができるのです…！ 

貴方も…相手の女性がいない、なんて寂しい状態から抜け出せます。 

『PlatonicAngels』がいなくなり、この世界に『DarksideMoon』の歌声が 

もっともっと浸透すれば…貴方は…いえ、世界の男性も女性も 

本能のままに好きな相手とＳＥＸ三昧、交尾し放題♪ 

誰にとっても最高の世界になります♪ 

もちろん、子どもが沢山生まれることで、人類も滅亡の危機から救われるわけです。 

どうです？いいことづくめでしょう？ 

 

でも『PlatonicAngels』が政府の犬であり続ける限り… 

その素晴らしい未来は訪れません。 

 

 そこで、貴方にお願いなのです。私達に力を貸して頂けませんか？ 

 貴方の力が必要なのです。『PlatonicAngels』を排除するために…！ 

 

『DarksideMoon』の大ファンで『PlatonicAngels』には興味がなく、 

性欲も強く、推しのアイドルのために時間もお金も費やする熱量を持つ貴方は… 

『Ext Aid』にとって必要不可欠な存在なのです。 

貴方の大好きなアイドル『DarksideMoon』の 2 人も、どれだけ歌っても 

その力がキャンセルされてしまう状態で、大変困っているのです… 

どうか、彼女たちの力になってあげてもらえませんか？ 

  

排除…といっても『PlatonicAngels』の女の子たちをイレイズするわけではありません。 

彼女らを政府から抜けさせる…それだけでいいのです。 

具体的には…ちょっと特殊なお薬を彼女たちの体に注ぐのです。 

大丈夫です。毒や麻薬等人体に悪影響がある薬ではありませんから安心して下さい。 

薬…といっても、注射器で注ぐわけではありません。 

この薬は所謂…男性の精子を模してあり、女性の膣内に注入するものなのです。 

これは『Ext Aid』が開発した、特殊な洗脳精子で…催眠・洗脳効果があるのです。 

洗脳精子…とでも言いましょうか。 

この洗脳精子を貴方のペニスで…彼女達の膣内に注いで欲しいのです。 

この精子を子宮に入れると、体が入れた相手をご主人様と認識し、永遠に、 

その人の言うことを全て受け入れてしまうようになるのです。 

ですから、貴方が彼女達にこの洗脳精子を注入することで… 



彼女達『PlatonicAngels』のメンバーは皆貴方に完全服従することになり、 

さらに副作用で体の感度が上がり、体は精子を注いだ『ご主人様』を求めます…♪ 

この状態になった彼女達には何でも命令し放題ですから、 

貴方が政府の犬を止めるように命令していただければそれでいいのです♪ 

その後彼女たちをどうするかは…貴方のご自由になさっていただければと♪ 

政府を抜けさせるだけでも良し、そのまま…自分の女にするも良し、 

性処理道具にするも良し…全て、貴方の思い通りになるのです♪ 

 

ふふふ…。あ 

それと、言い忘れましたがこの SEX が色んな場所で行われるといった社会現象の原因が 

『DarksideMoon』であることはバレていません。 

政府は私達組織『Ext Aid』の存在は認識しているようですが、どういった方法で 

脳波異常を起こさせているか…等といった詳しいことはまだ解明されていないのです。 

ですから、『DarksideMoon』自体は警戒はされておりませんし、 

『EA プロダクション』が『Ext Aid』と関連があることもバレていません。 

その辺りは安心して頂ければと。 

 

どうでしょう…私からの、いえ、『Ext Aid』からのこの依頼、受けて頂けますでしょうか。 

 

ふふ。…こんな世界の未来を左右する重要な役割、二つ返事では受けられませんよね。 

自分に大したメリットの無い慈善事業のような状態では、この任務は務まりません。 

特に『DarksideMoon』だけのファンである貴方に、『PlatonicAngels』のメンバーを 

洗脳し、政府を抜けさせた後好きにしてもいいと言っても… 

大したメリットにはなりませんよね。 

たとえ自分の大好きな押しアイドルユニットが困っているといっても、 

私に言われただけでは実感もわきませんし。 

 

…さすが私が見込んだ方です。そうでなくては。 

しっかりと考えて、自分自身のメリットを噛みしめて、 

心から協力したいと思って頂かなくては…こんな重要な任務はお任せできませんから♪ 

では、もう少し具体的なお話をしましょうか。 

 

 

 

 

 



0－1、（初めての人向け）具体的な方法と最高のご褒美 

 

マ）簡単な説明は終わったわ。貴女達、入ってきなさい。 

ふふふ。紹介します。貴方ももう十分ご存じでしょうけど、改めまして。 

  『DarksideMoon』の 2 人よ。 

  向かって右が双子の姉、魅月アリア（みつきありあ）。 

  向かって左が双子の妹、魅月エル（みつきえる）よ。 

  

ア）こんにちは♡ 魅月アリアです。いつも最前列で応援してくれてますよね。 

  貴方、全部のライブと握手会に来てくれてるから…覚えてるわ♡ 

すごく熱心に応援してくれて…すごく印象に残ってます。 

  サイン会で私が話しかけても、緊張して何もしゃべってくれなかったことも…♡ｸｽｸｽ 

  握手すると顔真っ赤にしていつもぷるぷる震えてて…可愛い人って思ってました♪ 

  宜しくお願いします♪ 

エ）…魅月エル（みつきえる）。君のことは僕も…覚えてる。 

  正直ファンの顔…あまり覚えるの得意じゃない。だけど、君とはライブでも握手会でも 

毎回会う…。さすがに覚えた。…いつも、ありがとう。 

  宜しく。 

 

マ）…あらあら。息をするの、忘れてますよ。口をぽかんと開けちゃって… 

  推しアイドルがこんな距離にいると、刺激が強すぎるかしら？ふふ♪ 

 

ア）ふふ、やっぱりかわいわね♡ 緊張しないで下さい。 

今日は私達、お願いに来たのですから。 

エ）そう。お願いにきた。だから、緊張しなくてもいい。僕達は、君にお願いする側。 

マ）うふ。では話を進めます。まずは貴方にとって一番大事な… 

報酬の部分からお話しましょうか。 

  貴方に、私達に協力するメリットを提示させて頂きます。 

  貴方への報酬…それは、貴方の推しアイドルであるこの 2 人… 

『DarksideMoon』のアリアとエルに… 

エッチなことをしてもらえる…これで如何でしょうか？ 

…ふふふ。固まってますね。息、また忘れてますよ。ふふふ… 

  そう、貴方が『PlatonicAngels』のメンバー1 人を洗脳し、政府から抜けさせる度に 

  貴方のエッチなお願いを…この 2 人がその都度１つだけ、聞いてくれるんです♡ 

  もちろん、嫌々なんかじゃありませんよ。寧ろ、これは二人が決めたことです。 

 



ア）ふふ♪大変な役割を担ってもらうのですから、これくらいは当然です♪ 

  いつも応援してくれてる貴方なら嫌じゃないですし… 

それに、さっきも言いましたけど…ずっと貴方のこと可愛いって思ってて… 

貴方になら、エッチなことしてもいいなって♡ 

もしこのお仕事頑張って下さるなら…ねぇ、エル？ 

 

エ）姉さんの言う通り。僕も嫌じゃない。 

  君にはいつか、いつも応援してくれるお礼をしたいと思っていた。 

  だから、受けてくれるなら、それくらいは構わない。 

 

マ）だ、そうです♡ そして、もし貴方が『PlatonicAngels』のメンバー全員を洗脳し、 

政府から抜けさせることができれば…その時は 

 

エ）僕たちと…最後まで、で、どう？ 

ア）ふふ♪いいですね♪ 

『PlatonicAngels』のメンバーを 1 人洗脳して政府から抜けさせる度 

  口や手、…太もも、おっぱいで…中に入れる以外のエッチなお礼をさせてもらって… 

  そして全員を洗脳して政府から抜けさせることができれば… 

 

エ）姉さんと僕、2 人で最後まで、しよう。 

  危険な任務の上、この世界を救う HERO だから。 

それくらいのことはさせてもらうべき。 

 

マ）…如何でしょう？この条件で。 

 貴方は世界を救うために政府の犬である『PlatonicAngels』を洗脳し、政府を抜けさせる。 

 成功した暁には政府を抜けさせた『PlatonicAngels』のメンバーを好きにすることができ、 

 なおかつ貴方が最も推しているアイドルユニット『DarksideMoon』の二人に 

 エッチなご褒美をもらえる…全員の洗脳に成功すれば、アリアとエルと SEX ができる。 

 これ以上ない最高の条件かと思いますが。 

 

ア）ふふ♪覚悟が決まったみたいですね♪興奮してちょっとお顔が赤いですけど♪ 

  ふふふ‥ 

  えっち♡ 性欲に溢れいて…それでこそ男性ですね。男性はそうでなくては♡ 

  性欲はこの世界を救うためのパワーですからね♡ 頼りにしてます♡ 

エ）大丈夫…君ならできる。 

  僕も性欲が強い男性は最高だと思ってる。君と SEX できる日が待ち遠しい。 



 

マ）うふふ。決定ね。ご協力、感謝致します。 

  それでは無意識、無思慮に世界を滅ぼさんとする政府の犬『PlatonicAngels』と 

  共に戦い、世界を守りましょう。 

   

  貴方が戦う相手は『PlatonicAngels』のメンバー5 人。 

  立花ハルカ（たちばなはるか） 

  望月りん（もちづきりん） 

  水瀬さやか（みずきさやか） 

宝哨あやめ（ほうしょうあやめ） 

早乙女さキ（さおとめさき） 

です。 

  流石に一度に全員を相手にすることは難しいです。 

 

ですが、彼女らの目的は性に対する理性がキャンセルされた脳波をもつ人間に 

歌の力でその理性を取り戻させること。 

なので常に 5 人でいると効率が悪いため、全員で歌うイベントがある時以外は 

全国の主要都市 5 か所を拠点に、個人でアイドル活動を行っているのです。 

そこを狙いましょう。 

このアリアとエルは性的な理性をキャンセルさせる歌声を会得した際に… 

副産物として色々な力を使えるようになっています。 

私達はその副産物の力を『フレア』と呼んでいます。 

本当に一時的なものではありますが…例えば、催眠の力、体に状態異常を起こさせる力、 

幻覚を見せる力、周りの人間を操る力、人外や触手を操る力等…色々と。 

アリアが主に催眠や幻覚、人間の脳を刺激する力を。 

エルが実際には存在し得無いものを生み出すことのできる創造の力を使えます。 

ミッションをスムーズに進めるため、この 2 人、アリアとエルが 

貴方をその力…フレアでサポートし守りますから、ご安心ください。 

 

それでは早速…今回のターゲットのお話、そして彼女達に注ぐ精子のお話… 

洗脳精子を貴方の体内に宿らせる手順を。説明させて頂きますね。 

 

 

【ここまでが、全てのシリーズで共通のファイル】 

 

 



1、ミッション説明 ＊初めてバージョン 

 

マ：では、今回のターゲットとミッションの手順についてまずはお話させて頂きます。 

今回のターゲットは『PlatonicAngels』の水瀬さやか（みなせさやか）です。 

今や国民的アイドルですので貴方も基本的なことはご存じかと思いますが念のため。 

水瀬さやか、『PlatonicAngels』所属。 

おっとりした温和な清楚系アイドル。 

歌とダンスの実力は平均的ですが、容姿の可愛さと可憐さ、少し天然なとこが 

女の子らしくてたまらないと男性ファンから強い支持を得ています。 

愛称は『さやたん』。身長 160cm バスト F カップ。 

5 人のライブイベントが無い時は B 地区を中心に 

個人でアイドル活動…いえ、政府の犬としての活動を行っております。 

本日、水瀬さやかには『Ext Aid』が所持しているテレビ局の名前で 

自宅訪問取材を申し込んでおります。 

レポーターはもちろん『Darksidemoon』の二人アリアとエルです。 

取材中は向こうのマネージャー等は私の方で引き受けます。 

現場にはアリアとエル、そして貴方が入ります。 

名目上、本日は水瀬さやかの自宅に訪問し、私生活をレポートする…という形になって 

おりますので、アリアとエルにはそのレポートをしながら水瀬さやかを 

貴方とのセックスに誘導してもらいます。 

…そんな馬鹿な…という表情をされていますね。 

ご安心ください。普通に考えればそのようなことはできませんが、アリアとエルの力… 

フレアを使えば問題なく誘導できます。 

これに関しましてはご心配なさらず。こちらで舞台は整えますのでご安心ください。 

貴方はアリアとエルの指示に従って下さい。それだけで結構です。 

後は水瀬さやかとのセックス中に洗脳精子を中出しして頂ければ任務完了となります。 

…如何でしょうか？ 

 

 

ア：…ふふ、緊張してるみたいですね？大丈夫ですよ。私達がついているんですから。 

 

エ：大好きな僕達の前でのセックスに引け目を感じてる…というのなら、気にしなくていい。 

  これは、作業だから。 

 

ア：そうですよ♡ PlatonicAngels とのセックスは作業。任務を遂行するための…ね♡ 

  本当に愛のあるセックスとは…別です♡ 



任務が終わったらご褒美も兼ねて、私達が貴方のこと… 

いっぱい愛して差し上げますから…まずはお仕事、一緒に精一杯、頑張りましょう♡ 

 

エ：君には、期待してる。 

 

マ：…ふふ。大丈夫そうですね。では私は任務完了の合図を受けたらお迎えにあがります。 

  それでは何卒宜しくお願い致します。 

  アリア、エル、後は任せましたよ。 

ア：わかりました。 

エ：わかりました。 

 

 

２、洗脳精子生成 ＊初めて聞くバージョン 

 

ア：さぁ…では PlatonicAngels の中に出すための洗脳精子を作りましょう♪ 

  ふふ…私達に任せて下さい。 

作り方は教わってますから…貴方はそのまま立ってて下さい。 

まずはこの瓶のお薬を私達が口に含んで…口移しで貴方に飲ませます。 

このお薬は洗脳精子をつくるためのお薬なんです。では、失礼して… 

んっ… 

エ：僕も…んっ… 

ア：じゅる…じゅるる…じゅる…ぐちゅ…じゅっぷ…じゅっじゅ♡じゅる～…じゅぽ♡ 

エ：じゅる…じゅるる…じゅる…ぐちゅ…じゅっぷ…じゅっじゅ♡じゅる～…じゅぽ♡ 

 

ア：ふふ…♡3 人でキスって…すっごくエッチ…ね ♡んっ…お薬、もう少しよ♡ 

エ：はぁ…口移しのキス…気持ちいい…んっ…僕達とキス…嬉しいの？ドキドキしてるね。 

 

ア：じゅる…じゅるる…じゅる…ぐちゅ…じゅっぷ…じゅっじゅ♡じゅる～…じゅぽ♡ 

エ：じゅる…じゅるる…じゅる…ぐちゅ…じゅっぷ…じゅっじゅ♡じゅる～…じゅぽ♡ 

 

ア：はぁ…舌が糸引いて…るわ…ふふふ… はぁ… はぁ… 

エ：ん…すごい、えっち… はぁ… はぁ… 

ア：どぉ？ちゃんとごっくんできたかしら？ 

エ：そう。ならよかった。…えらい。 

 

 



ア：今のお薬は私達の唾液と貴方の唾液で完成するお薬だったんです。 

  今そのお薬が貴方の中に入って…吸収されてます。 

エ：今からその薬を反応させる。反応させることによって、吸収された薬は洗脳精子になる。 

ア：反応させる…というのは、貴方を感じさせるってコトなんです。 

  そのお薬は催眠・洗脳の作用があって、それを PlatonicAngels のメンバーに注ぐわけ、 

なんですけど…それを洗脳精子にするためにはもう１ステップありまして…。 

貴方の性感帯を刺激して…気持ちよく感じてもらう…それが必要なんです。 

エ：そうすることによって、薬は洗脳精子になる。 

ア：ふふ。そういうことです。でも射精までさせてしまうと 

洗脳精子がうまく生成されない場合もありますから、射精しない程度に…ね。 

エ：何がいいか、姉さんと考えた。射精までいかない、気持ちいいこと。 

  結論、耳を舐める。というのはどうか…という話になったのだけど、どう？ 

ア：耳も性感帯って言うじゃありませんか？試してみても…いいでしょうか？ 

エ：ありがとう。では、失礼する…んっ… 

ア：じゃあ私も…んっ… 

ア：ちゅ…ちゅぱ…れろ…ぺろぺろぺろ…じゅ…じゅる…じゅぷ…れろれろれろ…ちゅ♡ 

エ：ちゅ…ちゅぱ…れろ…ぺろぺろぺろ…じゅ…じゅる…じゅぷ…れろれろれろ…ちゅ♡ 

 

ア：はぁ…んっ…ふふ…体、びくんってして…いい反応ですね♡ お耳、気持ちいいですか? 

エ：はぁ…はぁ… すごい…耳が赤くなって息が荒くなってる…姉さん、これ、いいみたい。 

ア：そうね。じゃあ…洗脳精子生成には…お耳を舐めるってことで…んっ…れろ…れろぉ♡ 

エ：それが、いい。ん…ちゅる…ちゅぷ…れろれろ…じゅぷ…ちゅぷぷ‥はむ…れろぉ♡ 

 

ア：れろぉ…ちゅぱ…じゅる…はむ…くちゅ…ちゅぷちゅぷちゅぷ…ちゅぷぅ…くちゅ 

  じゅぷぷ…じゅぷ…ぬちゅ…れろれろれろぉ～れるれる…れろぉ～ちゅ‥ちゅ♡ 

  くちゅ…ちゅっぷちゅっぷ…ちゅぷ…ちゅぷぷ…れろぉ～…れろれろれろぉ～♡ 

 

エ：れろぉ…ちゅぱ…じゅる…はむ…くちゅ…ちゅぷちゅぷちゅぷ…ちゅぷぅ…くちゅ 

  じゅぷぷ…じゅぷ…ぬちゅ…れろれろれろぉ～れるれる…れろぉ～ちゅ‥ちゅ♡ 

  くちゅ…ちゅっぷちゅっぷ…ちゅぷ…ちゅぷぷ…れろぉ～…れろれろれろぉ～♡ 

 

ア：ちゅぱぁ…はぁ…はぁ…♡ ふふ、これ以上すると…射精しちゃいそうですね♡ 

エ：ちゅぷ…はぁ…はぁ♡ 体が小刻みに震えてきた…これ以上は、射精の危険性が有る。 

ア：ふふ…おちんちん、ぎんぎんになってるの…ズボンの上からでもわかります♪ 

エ：随分固くなってる…テント、張ってる。 

ア：性欲が強い男性ってホント素敵です…♡ 



エ：僕も、そう思う。君は、とても素敵。 

ア：ふふ。さぁ、これで洗脳精子の準備は完了よ。 

エ：洗脳精子はものの 1 時間程で君の精巣に宿る。仕事の時間には問題なく宿っている。 

ア：洗脳精子を膣内射精すれば、催眠・洗脳効果を発揮して相手は永遠に 

貴方の言いなりになります。 

  大体 3 射精分ですかね。4 回目以降は普通の精子だと思って頂ければ。 

  大丈夫です。緊張しなくても 1 発でも相手の子宮に中出しできれば問題ありません♪ 

エ：万が一失敗しても、僕達がいる。何があっても君を守ると誓う。 

ア：…そういうことです♡ じゃあ、早速向かいましょうか。 

今回のターゲット 

  水瀬さやか（みなせさやか）のもとへ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３，清楚系アイドル 水瀬さやか 自宅訪問取材 挨拶編 

 

ア：ここが水瀬さやかの自宅です。自宅と言っても、この国の政府が彼女達『PlatonicAngels』

のために用意したマンションの 1 室ですが。 

『PlatonicAngels』のメンバーは皆、活動拠点毎に部屋が完備されているんです。 

水瀬さやかには既に訪問時間等を伝えていますから、もう待機してるはずです。 

今回は自宅訪問ですから他のスタッフは無しで、貴方と私達の 3 人で訪問します。 

本来の撮影であればもっと撮影スタッフも必要になりますが… 

向こうもトップクラスのアイドルですから自宅バレを防ぐため、 

できるだけ少人数でこっそりと来て欲しいとのことでした。 

ま、こちらにとっては好都合ですけど。ふふ…おかげで準備が楽でした♪ 

 

エ：君は今回の自宅取材のカメラ・照明スタッフという設定で水瀬さやかに紹介する。 

ただ、それは挨拶の時だけ。姉さんがフレアで水瀬さやかを催眠にかけた後、 

君には水瀬さやかの相手をしてもらう。 

カメラや機材は僕が扱うから心配しなくても平気。 

ア：向こうは無警戒ですし、さやかさんは素直な人ですから催眠にもかかり易いと思います。 

貴方は催眠にかかったさやかさんとセックスをする。それだけの簡単なお仕事です♪ 

さ、では呼び鈴を鳴らしますよ。 

大丈夫です。水瀬さやかは楽屋でも何度かお話しましたが、見たままのイメージです。 

温和で丁寧な方ですから、そんなに緊張しなくても平気ですよ。 

エ：姉さんは本当に色んな人と話してるね。 交流が、広い。 

ア：共演も多いですし、エルがあまり喋るの得意じゃありませんからね。 

  その分、私が喋っているだけです。 

エ：…ごめん、姉さん。いつも負担をかけて。 

ア：え？え？な、何言ってるの。負担なんて感じてませんから大丈夫ですよ！ 

  というかエルはそういうキャラクターで売ってるんですから何も問題ありません。 

  気にしないで、エル。ね？ね？ 

  私エルの分も沢山他の方とお話できてとても楽しいし、嬉しいんですよ？ 

エ：…ありがとう、姉さん。うん。でももう少し、お喋りも、頑張る。 

ア：う、う～ん…別に頑張らなくていいんですよ？エルはそのままで魅力的ですから…！ 

  うう…ホントに、気にしないで下さいね？ 

エ：…うん。姉さん。 

ア：じゃ、じゃあ呼び鈴を鳴らしますね。 

さ：はい…水瀬です。 

ア：こんにちは。自宅取材で伺いました、魅月です。それとスタッフの 3 名で参りました。  



さ：あ、はい！伺ってます。少々お待ちください！ 

さ：お、お待たせしました…！ど、どうぞ！散らかってますが…！ 

ア：こんにちは。さやかさん。とりあえず、周りの目もありますし、お邪魔しますね。  

さ：は、はい。そうですよね。どうぞどうぞ！…あ、スリッパも使って下さい。 

  お掃除はしたんですけど…い、一応… 

ア：はい。ありがとうございます。 

エ：お邪魔する。 

さ： あ…えっと…今は撮影は…まだ、ですよね？ 

ア：はい。撮影はこの後改めて。一旦打ち合わせと顔合わせを。  

さ：で、ですよね。よかったぁ…  

ア：どうかしました？  

さ：あ、いえ…私、あがり症で…いきなりの質問とかテンパっちゃうので… 

  じ、事前にどんな質問をされるか聞いて考えておかないと、変なこと…いっちゃうかも 

  ‥とか思って、ですね。えへへ…。あ、どうぞ上がって下さい。こちらです。 

  マネージャーから撮影は挨拶の後って聞いてたんですけど、不安で、不安で… 

  実はさっきも呼び鈴がなるまで、電話でメンバーのハルカちゃんに受け答えの練習に 

付き合ってもらってて…。 

えへへ…私、アドリブとか、苦手なんですよね…お恥ずかしいです… 

あ、こちらがお部屋です。どうぞ。ソファーに座って下さい。 

あ、クッションもありますので、お好きなところに…。 

ア： ありがとうございます。 

エ：ありがとう。  

ア：素敵なお部屋ですね。お花の写真や絵があって、女の子の部屋って雰囲気です～。 

さ：私、お花が好きなんです。見ていると落ち着きますし、癒されるので… 

ア：ふふ。なるほど♪確かにそうですね。 

では、改めましてご挨拶を。私は今日の自宅取材のレポーターをさせて頂きます 

  『DarksideMoon』の魅月アリアです。さやかさんとは…2 週間ぶりですね。 

さ：あ、はい！先日は共演させて頂けて嬉しかったです。 

  バラエティー番組はあまり得意じゃなくて…とても不安だったんですけど、 

アリアさんやエルさんが一緒でとても心強かったです！ 

わ、私が上手く答えられなくてあわあわしていたのをハルカちゃんとアリアさんが 

上手にカバーして下さって…うう…すごく助かりました。 

ア：いえいえ。あれは MC さんのちょっと意地悪な質問でしたから… 

  好きな男性のタイプは？なんて聞かれたら困っちゃいますよね。ふふ♪ 

  ああいう時は具体的に言うと勘繰られるので、優しい人とか、夢がある人、とか 

一般的で抽象的なことを言ってはぐらかせばいいんですよ♪ 



さ：はい…！勉強になります…！ 

ア：そんな改まらないで下さい。さやかさんだってトップアイドルメンバーじゃないですか。 

さ：い、いえいえ！それはメンバーの他の皆のお蔭で皆さんに知ってもらえているだけで… 

  わ、私の力じゃないですし、それに…『DarksideMoon』のお二人は大先輩ですし！ 

  私、アイドルに自分がなれるなんて思ってなくて…む、寧ろ憧れてた側で… 

  以前から『DarksideMoon』のお二人みたいになりたいって…ずっと思ってました！ 

ア：あら、嬉しいことを言って下さるのですね。ありがとうございます♪ 

さ：い、いえいえいえ！今回は本当に、そんなお二人がいらっしゃると聞いて… 

もうどうしていいかわからなくて…失礼があったらと思うと緊張しちゃって… 

が、頑張って素敵な番組になるように努力はします…が、至らないところばかりだと 

思いますので、何かあればいくらでもご指摘ください！ 

ア：ふふ。わかりました。本日は宜しくお願いしますね。 

じゃあ次はエル。さやかさんにご挨拶して下さい。 

エ：魅月エル。…宜しく。 

さ：は、はい！宜しくお願いします！ 

エルさんとはあまり‥お話したことはありませんでしたね。 

あの…えっと…水瀬さやかです、宜しくお願いします！ 

エ：…宜しく。 

ア：あはは…すみません。妹はあまりお喋りが得意じゃありませんので。 

さ：いえっ！とんでもないです！エルさんは殆どお喋りされないのに一言一言が 

  すごく印象的で…かっこいいなってずっと思ってました。 

エ：…ありがとう。 

さ：きょ、今日はお二人のご迷惑にならないように頑張ります！ 

ア：ふふ…あまり気張らなくて大丈夫ですよ。もっと気を楽にしてください。 

さ：は、はい…！あ、えっと…そちらはスタッフさんですよね。 

  本日は宜しくお願い致します！ 

  あの…今日はこちらの都合でお一人で来ていただくことになってしまって 

申し訳ありませんでした。機材の設置とか…大変ですよね。 

私もできるだけご迷惑にならないように動きますので、どうぞ宜しくお願い致します。 

もし何かお手伝いできることがあれば何でもお申し付けくださいね！ 

ア：ふふ。今日はさやかさんが主役なんですから、雑用や準備の手伝いは私達がします。 

さ：そ、そんなそんな！大先輩のお二人にそんなこと… 

エ：…構わない。今日はそれも含めての仕事だと思ってる。 

水瀬さやか、貴方は私達のことは気にせず本番のことだけ考えてくれれば、それでいい。 

ア：そうですよ。…それにしても、随分緊張していますね。 

自宅取材なのですからもう少し落ち着いて下さい。 



ア：…そうだ。じゃあ、おまじないをしてあげましょう。 

さ：おまじない…ですか？ 

ア：そう、おまじないです♪緊張しないおまじない…やってみます？ 

さ：は、はい！ありがとうございます、是非お願いします！ 

ア：ふふ…じゃあ私の手の平を見てもらえますか？ 

さ：は、はい…！あれ？いつの間にお花を…。綺麗なお花…白い…何の花でしょう… 

  見たことのないお花です…真ん中のおしべの部分が赤くて…吸い込まれそう…な… 

ア：さぁ…ではこの花をじっと見つめて…深呼吸してください。 

さ：は…はい。…すー…はー…すー…はー…すー…はー…すー…はー… 

 

エ：君は見つめてはダメ。あれは姉さんの力…フレア。水瀬さやかに催眠をかけて 

  一時的に君に恋をさせ…さらにエッチなことへのハードルをゼロにするもの。 

 

ア：もっとゆっくり…たっぷり息を…この花の匂いを体中に取り込むように…深呼吸、です。 

さ：ん…。…すー…はー…すー…はー…すー…はー…すー…はー… 

ア：目がとろんとしてきましたね…落ち着いてきたの…自分でもわかりますか…？ 

さ： …はい。なんだか…頭がふわふわしてきました… 

ア：イイ感じですね。じゃあその状態で‥少し受け答えの練習でもしてみましょうか。 

さ：…はい、お願いします。 

ア：さやかさん、今は恋人はいますか？ 

さ：…いいえ、いません… 

ア：エッチをしたことは…ありますか？ 

さ：…いいえ、ありません… 

ア：では…ふふ、オナニーをしたことは…ありますか？ 

さ：…いいえ。…ただ、オナニーというのがどこまでを指すのかによっては…。 

その、…エッチな妄想をしてしまうことはあって… 

  そんな時は…少しうずうずしてしまって…少し、お股を触ってしまったり… 

  いけないって思いながら…少しだけシャワーを強めに…お股にあててしまったり… 

自分で軽く…胸を弄ってしまったりはします…。 

ア：あらあら、それも立派なオナニーですよ。じゃあ本番で質問されたら、しっかり 

  『オナニーしてます』ってカメラに向かって言わないとですね。 

さ：はい、わかりました… 

エ：しっかり催眠にかかった。これでもう、大丈夫。 

ア：じゃあさやかさん、顔を上げてこのスタッフさんのお顔を見て下さい… 

さ： はい… 

ア：この方のこと、どう思います？ 



さ： ん…すごく…素敵な方だと思います…見ていると…ドキドキしてきて… 

  はぁ… はぁ… 何だか、体が熱く… んっ… 

ア：ﾄﾞｷﾄﾞｷするのは恋をしている証拠です。体が熱くなるのは、この方のことを 

  さやかさんの体が求めているから…ですよ？ 

さ： はぁ… はぁ… そう、なんですね… はぁ… はあ…  

ア：ほら…目が潤んでます…。じゃあ、確かめてみましょうか。 

  自分のおまたに…衣装のレオタードの下に手を入れてみて下さい。 

さ： は、はい… 

  んっ…は… はぁ… ぁっ…あれ…？下着が…濡れて… はぁ… はぁ…  

はぁ… はあ… っ… は… はぁ… はぁ… んっ はぁ… はぁ… はぁ… 

ア：濡れてるんですか？お股が…いえ、おまんこが♪ 

さ： はい…うう… はぁ… はぁ…おまんこ、濡れちゃってます… はぁ… はぁ… 

ア：あらあら…それは大変ですね。ちょっとソファーに座ったままで結構ですので 

  股を大きく広げて…スカートを捲って見せて頂いてもいいですか？ 

  レオタードがどの程度濡れているのか見たいので。 

さ：あ、はい… んっ… はぁ… はぁ… はぁ…こ、こうでしょうか… 

  は、恥ずかしいです…皆さんの前で…お股を広げてスカートを…捲り上げるなんて… 

  はぁ… はぁ… いかがでしょうか…？撮影に…支障なさそうですか…？はぁ…はぁ 

ア：…あらあら…結構なシミになっていますね。 

ふふ♪さやかさんって見た目清純そうなのに…実は結構エッチな方なんですね。 

さ：そ、そんな…そんなこと…ないです…ううう… はぁ… はぁ… はぁ… はぁ… 

エ：見て。水瀬さやかのおまんこ。しっとり濡れて、レオタードの色が変わってる。 

  それに、いやらしい形があんなにくっきり出てる… 

クリトリスが勃起してるのがわかるくらい。 

  君を見るだけで…水瀬さやかはもう発情がとまらないはず。 

ア：うふ…じゃあ緊張もほぐれて受け答えも良く出て来てますから、カメラ回しましょうか。 

  本来なら玄関前からスタートですけど…折角緊張もほぐれてるんです。 

  このまま収録を始めましょう。 

さ：…は、はい…よろしくお願いします… んっ… はぁ… はぁ… はぁ… はぁ… 

エ：じゃあ、カメラは僕が預かる。水瀬さやかを完全に堕とすために…頑張って。 

水瀬さやかの膣内に…いっぱい洗脳精子を出して。 

僕達と、世界の未来のために…頑張って。…よろしく。 

 

 

 

 



４，水瀬さやか エッチな催眠インタビュー オナニー編 

   

ア： 皆さんこんにちは♪お家にお邪魔します企画、今回のゲストは…なんと！ 

今人気急上昇中のアイドル『PlatonicAngels』の水瀬さやかさんです♪ 

水瀬さやかさん、こんにちは♪今日はお家にお邪魔しちゃってすみません♪ 

さ：とんでもありません。今日は来てくださってありがとうございます♪ 

ア：初めてさやかさんのご自宅にお伺いしましたが、とっても素敵なお部屋ですね♪ 

  イメージカラーが青だからでしょうか。お部屋の家具は全体的に青が基調なんですね。 

さ：はい、私青…というか水色が好きなので… 

ア：衣装も水色ですもんね。 

さ：そう、なんです。 

ア：でも自宅訪問なんですから、私服でもよかったんですよ？ 

さ：あ…あ…そ、そうですよね！えへへ…私も本当は私服にしようかと思ったんですけど… 

  テレビの撮影って何着ればいいかわからなくて、迷って迷って…結局いつもの衣装に。 

ア：うふふ♪そうだったんですね。『PlatonicAngels』のその衣装は、 

悪と戦う正義のヒロインをテーマにしているのでしたっけ? 

さ：はい、そうなんです。戦う正義のヒロインをテーマに、 

敵を悪魔と仮定して天使の力で戦う…というイメージなんです…。 

あ、だからこのリボンのところとか、コルセットの裾は天使の羽をモチーフに 

デザインしてあるんです♪可愛くて、すごく気に入っているんですよ、この衣装♪ 

ア：なるほどです～♪じゃあそんな戦う天使のヒロイン衣装に身を包んださやかさんの 

  私生活について、今日はたっぷりお話を伺いたいと思います。 

さ：えへへ…私の私生活なんて…皆興味あるのかな…？ 

ア：もちろんですよ♪ファンの方は今きっとテレビに齧りついていらっしゃいますよ。 

さ：そ、そんな…♪ ふふふ♪ 

ア： さぁ、では色々とご質問、させて頂きますね。 

さ：は、はい！ 

ア： さやかさんは今…恋人とかはいないんですよね？ 

さ：は、はい、いません。 

ア：エッチの経験はないのですか？ 

さ：はい。ありません。 

ア：では、オナニーの経験は？ 

さ：えっと…あります♪何となく怖くって指をおまんこに入れたことはないのですが、 

エッチな妄想をして自分で胸を少し弄ったり、お股をさすったり、 

シャワーで…おまんこを刺激してみたり‥ということはたまにあります。 

ア：そうなんですね！さやかさんって、見た目よりずっとエッチなんですね～♪ 



さ：そ、そんなことないです…えへ…えへへ… 

ア： さっきエッチなことを妄想って言ってましたけど、具体的にどんな妄想するんですか? 

さ：え、えっと…そう、ですね。アイドル…なので、皆さんの…ファンの方の視線って 

  いつもすごく感じるんです。 

だから…その…見られながら…みたいな…妄想を… 

ア：見られながら？ファンの前でエッチなことをする妄想をしてるんですか？ 

さ：あ、はい…。グラビアとか撮影するときに、谷間を作ったり、お尻を向けたり… 

  カメラに向かってポーズを決めるじゃないですか。 

  そういう時…おっぱい見られてるんだ…とか、お尻見られてるんだ…って思って 

  ﾄﾞｷﾄﾞｷして…家に帰ったら、ちょっと妄想しちゃうんです。 

  カメラの前で…オナニーしちゃう…そんなところを撮影されたり 

  ファンの方にオナニー見られたりしちゃたり…なんて考えてると…うずうずして… 

ア：そんな妄想をしながら、オナニーしちゃうんですね♪ 

さ：そう…です…。恥ずかしいな…えへへ… 

ア：じゃあ、どんな感じでオナニーしてるか、今少し見せて頂いてもいいでしょうか？ 

さ：え…？今、ＴＶの前で…ですか？ 

ア：はい♪ファンの方も是非見たいと思いますので、お願いします♪ 

さ：わ、わかりました。じゃ、じゃあ…少しだけなら… 

  んっ…こうして…ソファーに座っている時は少しお股を開いて… はぁ… はぁ… 

  まずは下着とか…レオタードの上から…おマンコをさするんです…んっ…はぁ… 

  はぁ…はぁ… んっ… はぁ… はぁ… はぁ… んっ… はぁ… はぁ… 

ア： …うーん、スカートを捲り上げないと視聴者の方にはよく見えませんよね。 

  じゃあ、私がスカートを後ろから捲り上げてあげますね。 

  んっしょ…と… 

さ：ぁ…ん♪これじゃ…オナニーしてるところ…丸見え…です… はぁ… はぁ… 

ア： この方がドキドキしますよね♪ふふ…ＴＶですから、しっかり見せていきましょ♪ 

さ：は、はい… んっ…はぁ… は… はぁ…はぁ… んっ…は… はあ…はぁ…はぁ… 

エ： 息が、荒い。水瀬さやかのオナニーを見て興奮してきた？ 

構わない。おちんちん、勃起したらズボンから出して扱いても。 

ア：あらあら、くちゅくちゅとイヤらしい音が漏れてきましたね？ 

おまんこ…濡れてるんでしょうか？エル、さやかさんのおまんこ、アップにして下さい。 

さ：あ…そんな…恥ずかしいです…♪ 

エ： わかった。んっ… 

  シミまでしっかり映ってる。オナニーしてる手の動きも、しっかりとってる。 

ア： ふふ…どうです？さやかさん。妄想が現実になってますよ？ 

 



ア：今、さやかさんは TV カメラの前でオナニーしてるんです♪TV の前の男性はきっと 

  このさやかさんのオナニーを見ておちんちん扱いているんでしょうね？ふふふ♪ 

さ：あっ…あっ…そ、そんな…！んっ…はぁ…ああ…！んく…うう…はぁ…はぁ… 

ア： 気持ちいいですか？皆に見られながら…テレビに映されながらおまんこを擦るのは… 

さ：はぅ…はぁ…はぁ… んっ…はぁ…き、気持ちいいです…うう…はぁ…はぁ… 

  やだ…指…とまんな…い…はぁ…はぁ… んっ… こんな…ああ…はあぁ…! 

ア： もうレオタードの上から擦るだけでは物足りないでしょう？ 

レオタードの中に指を入れてみません？ 

さ：そ、そんな…うう…直接‥弄るなんて…アイドルなのに…はぁ…はぁ… 

ア： ふふ。大丈夫ですよ。ほら、ファンの方、まってますよ？レオタードの中に、指、 

  入れちゃいましょ♪ 

さ：はぁ… はぁ… はい…んっ…んんんっ… 

  あぁあっ…んく…あ…すご…ぐしょぐしょ…！んっ…はあ…私…こんなに濡らして… 

  うう…はぁ… はぁ‥ はぁ… はぁ… んっ… はぁ… はぁ… 

エ：すごく…いやらしい… 

さ：あああ…エルさん…そんなこと言わないで下さい…はぁ…はぁ… 

  んんっ… はぁ…だめ…きもち…よすぎて…はぁ…はぁ…ああ… ぁ…んっ…くう… 

ア：あらあら、クリトリスを自然に人差し指と中指で挟んで…ふふふ…いつもそうして 

  クリトリスを刺激してるんですね♪ 

さ：あっ…あああ…んっ…ふぁ…そ、そう…です…こうして…いつも…んっ… 

  カメラに向かってお股を開いて…る、妄想…しながら…はぁ…はぁ… 

  こうやって…クリちゃん…んっ…擦ってるんです…はぁ… はぁ…ぅあああ… 

ア： あらあら、もうイキそうなんですか？ふふふ♪ 

   妄想ではなく、本当にＴＶカメラの前だと…やっぱり感度、違います？ 

さ：ぁう…はぁ…あああ…はい…はい… 全然‥ちが…っ…んく…はぁ…！これ…ぁう… 

  気持ちよすぎて…もう…私…はぁ…はぁ…ぅああ…ん…うう…もうダメぇ…♡  

ア： あらあら、もうイキそうなんですね。じゃあエル、さやかさんのＴＶ初イキ、 

   逃さないようにしっかりカメラに収めて下さい♪ 

エ：うん。わかった。 

  おちんちん、苦しそう。出して、扱いていい。 

さ：あっ…あっ…あっ…あ…！イク…イキます…！ふぁっ…TV の前で…はぁ…はぁ… 

  お股弄って…さやかイキます‥♪ふぁっ…あっ…あっあっ… 

ア：わぁ、手の動きが速くなって…水音が凄いです♪さぁ、皆さん♪ 

  ＴＶ初公開、『PlatonicAngels』水瀬さやかさんのクリイキに注目して下さい♡ 

さ：あああ…ああああ…イク…イク…クリちゃんでいっちゃう…！ 

アイドルなのに…イっちゃう…皆の前で…イク…いっく…イク！ｲｸｲｸｲｸｲｸｲｸ！ 



  ふぁっ…ふぁああぁああああぁん♡ぅあ…ふぁあぁ…♡んく…うううう♡ 

  ふぁ…はぁ… はぁ… はぁ… はぁ… んっ♡ ふ… ぁ… ぁ…はぁ… はぁ… 

  はぁ… はぁ… っ… は… はぁ… はぁ… んっ… は… はぁ… はぁ…んっ 

  はぁ… はぁ… はぁ… ん… んっ はぁ… はぁ… はぁ… は… んっ…はぁ 

さ：はぁ…ぁぁぁ…い、いっちゃった…ああ…はぁう…ぅぅ… はぁ… はぁ…はぁ… 

ア：あらあら、本当にすっごく大きくイキましたね♪ 

  それだけ興奮したってことでしょうか？いつもより気持ちよかったです？ 

さ：はぁ…はぁ… はぁ… はい… いつもよりずっと…強く…イっちゃいました…♡ 

ア：ふふ…それは素敵ですね♪でも、折角ですから…今度はクリトリスだけじゃなくて… 

  おまんこの中に指を入れて…イってみませんか？ 

さ：え…？おまんこの…中…？ 

ア：はい♪おまんこの中とクリトリス、同時に刺激すると… 

きっと、今の倍は気持ちよくなれますよ♪ 

さ：倍…？ はぁ… はぁ…こんなに気持ちよかったのに…もっと…？ はぁ…はぁ… 

ア： はい、もっとです♡ 

さ：はぁ…はぁ… うう…きょ、興味あります… はぁ…はぁ… 

ア： ふふふ…♪さやかさんってやっぱりすっごくエッチだったんですね♪ 

  オナニーで汚れていく天使…すっごくいい絵がとれて私達も嬉しいです♪ 

さ：えへへ…♪じゃ、じゃあおまんこに指…入れますね。 

  ここに指を入れるのは初めてなので…上手くできるかわからないですけど… 

ア： 大丈夫ですよ。ほら、じゃあレオタードは邪魔にならないように私が横にひっぱって 

  おいてあげますね♪…んっしょ…わ…さやかさんの愛液でぬるぬるです♪ 

  手袋がもうぐちょぐちょ♡ 

さ：はぁあ…すみません…ううう…アリアさんが…私の愛液を触って…うう…はぁ…はぁ 

  んっ…あ、そういえば私も手袋してますけど…外したほうがいいのでしょうか？ 

ア： その手袋なら外さなくていいですよ。ぴっちり指に張り付いてますし 

  その柔らかくて薄い素材でしたら膣を傷つけませんし、 

おまんこの温度や感覚もしっかり感じれますしね。 

寧ろ、手でするのとは違った感覚でより気持ちよくなれそうです♪ 

さ：はぁ… はあ… わかりました。 んっ…は… はぁ…では… 

ア：あ、もう少しおまんこの穴が皆さんに見えやすいようにした方がいいですね。 

背もたれにもたれかかるようにして後ろに体重をかけて…少しだけ腰を前に… 

  そう。それでもっとお股を大きく開いて…。カメラの前でぱかっと… 

さ：はぁ…はぁ…こ、こうでしょうか… うう…こんなはしたない格好…はぁ…はぁ… 

  ファンの皆さんに見せてしまって…いいのでしょうか… はぁ…はぁ‥うう‥ 

 



ア： もちろんです♪みんな大喜び間違いなしです♪ほら、じゃあカメラに向かって 

  さやかさんのおまんこ穴を見せつけちゃいましょう♡ 

  両方の指でおまんこのびらびらをくぱぁ…って開いて見せてください♪ 

さ：んっ…は、はい…じゃあいきます… んっ はぁ…はぁ… く、くぱぁ…♡ 

ア：うわぁ…♡えっちですねぇ…♡おまんこ穴、とろとろの糸を引いてます♡ 

エ：すごい。ズームにすると奥のヒダまで映る。興奮してひくひく動いてるのがわかる。 

さ：はぁ…はぁ…ああああああ…恥ずかしいです…♡ はぁ…はぁ…こんな…こんな… 

  自分でおまんこの穴を…カメラの前で広げるなんて…はぁ…はぁ… 

  し、しかも奥までズーム…なんて…ううう…はぁ… はあ… はぁ… 

  妄想でも…したことありませんでした‥うう…はぁ…はぁ…は、恥ずかしい…です♡ 

ア：ファンの方が今きっとテレビに釘付けですよ♡ふふ…普段からは想像もできない 

  エッチなさやかさん…♡これでもっともっと人気が出ちゃいますね♡ 

さ：そ、そんな♡んっ…ふぅ…はぁ… はぁ… はぁ… あ、あの…私…もう…んっ… 

ア： うふふ。そうですよね。我慢できませんよね。では早速指を挿入してみましょうか。 

   まずは 1 本…ゆっくり入れてみましょう♡ 

さ：はい…んっ…んっ…うう…ああああ…はいって…きました…あああ…指…うう… 

  うぁあ…膣のなか…ぬるぬる…です…ふぁあ♡ 

ア：痛くはないですか？  

さ：は、はい…寧ろ…すごく…うう…きもち…い、です…♡ 

ア：うふふ。そこまで濡れてたら、そうかもしれませんね♡やっぱりさやかさんって 

  すごくエッチなんですね♡ 

さ：はぁ…はぁ… い、言わないで下さい…んっ…はぁ… はぁ… はぁ…んんんっ♡ 

ア： 第二関節まで入りましたね♡そのまま奥まで入れちゃいましょ♡ 

さ：は、はい…♡んんっ…んんんんっ♡ぅあ…ふぁああ♡ゆ、指…全部入っちゃいました… 

ア：まぁ♡初めて指を入れたのに、濡れ濡れだったお蔭ですぐでしたね♡ 

  じゃあこの勢いで 2 本目の指も入れちゃいましょうか♡ 

さ：に、２本目…♡はぁ…はぁ…1 本でも…きゅうきゅうなのに…こ、ここにもう 1 本… 

ア：さぁ、さっきは中指でしたから、次は人差し指を♡ 

さ：は、はい…んっ…んんんっ♡んは…あああ…き、きついですうう…♡んんっ…はぁ… 

ア： ほら、体の力を抜いて…くちゅ…くちゅってゆっくり膣壁を擦りながら… 

さ：はぁ…はぁ…！んっ…んんん♡ ふぅ…ふぅ…！はぁ…ああああ！あっ…あっ！ 

  はいってくりゅ…うう…はぁ… んっ♡２本目…きた…ううう…ふぁああ♡ 

ア： 2 本目も第二関節まで入りましたね♡もう少しで全部入りますよ♡ほら、頑張って♡ 

さ：ふぁ…うぁああ♡ぁあああくるぅ…♡2 本目…も、奥に…くるぅ…♡んっ…♡ 

  あっ…ああああ…ふぁああ♡あああ…き、きま…きました…全部…ふぁあああ…♡ 

 



ア：まぁ♡良くできました♡ほら、エル、アップにしておまんことってあげてください♡ 

  ほらさやかさん、記念にもう片方の手でピースしましょ♡ 

さ：は、はい…♡えへへ…指 2 本、入れちゃいました♡ピース…です♡ふふふ♡んっ… 

  はぁ… はぁ… はぁ…♡ 

エ：うん。いいカットがとれた。すごくエッチだった。 

さ：んあ…はぁ…ありがとう…ございます… ふぁあ♡ んんっ…ふぅぅ…♡ はぁ… 

  はぁ‥ はぁ‥ んっ… は… はぁ… 

ア： さ、じゃあ指を動かしていきましょうか♡ ゆっくり…出したり…入れたり… 

   男性のおちんちんでピストンされているようなイメージで…ほら… 

   出して… 入れて… 出して… 入れて… 

さ：はぁ…♡ はぁ…♡ はぁ…♡ はぁ…♡ んっ…はっ… ああああ♡ 

  これ…んっ…しゅご…い、です…♡ んっ…はっ… はぁ‥ はっ♡ んっ…ぅ♡ 

ア： ゆっくり動かすのに慣れてきたら第二関節くらいまで入れたまま…膣壁の上の部分を 

   少し強めに擦りましょうか。軽く指を曲げて… 

さ：こ、こう…でしょうか…んっ… んっ‥ふぁっ… な、なんだか…これ…ぁっ… 

  んっ…はあ… ゾクゾク…して…んっ…♡ イ…いっちゃい…そうです…♡はぁ… 

ア： そこ、Ｇスポットっていうんです♡ 女の子が気持ちよくなっちゃう… 

   おまんこの弱点の１つです。ほら、愛液があふれ出てきました♡ 

さ：んぁっ…ほんと、です…すごい…♡ふぁ…はぁ…はぁ‥さっきまででも…濡れてたのに 

  …もっとぐちゅぐちゅに…ううう…ふぁっ…んっ♡ くううう…ふぁ…ふぁああ♡ 

エ：さっきからおちんちんを握りしめてるけど、扱いてないみたい。 

  …扱いたら出しそう？ そう。水瀬さやかのオナニーを見て…興奮しすぎた？ 

  …そう。…構わない。射精、してもいい。 

  洗脳精子は 3 射精分くらいはある。だから 1 回くらい、オナニーで抜いても構わない。 

  扱くといい。正義を謳うアイドルのオナニーを見ながら、おちんちん気持ちよくなって。 

ア：あらあら、何も言わなくても親指でクリトリスを押えて刺激…し始めましたね♪ 

  Ｇスポとクリトリスの同時刺激…如何です？ 

さ：ふぁっ…あっ…あっあっ…！これ…らめ…です…♡はぁ‥はぁ…きもち…良すぎて… 

  んんぅ…頭…ぼーっとしてきました…♡ふあぁ…はぁ…はぁ…♡ 

  ぁぁあ♡Ｇスポ…きもちいい…クリちゃんも‥んんっ♡はぁ…はぁ… 

  テレビの前で…私…うう…何やってるんでしょう…はぁ…はぁ…アイドルなのに‥ 

  んんっ♡オナニー何て…はぁ…はぁ…こんな…見せつけて…うう…♡はぁ…はぁ… 

さ：ふぁ…あああ♡もう‥もう‥らめです…♡ふぁ…何か…きます…んっ♡ 

  あああ…！いつもと違う…大きいの…きます…♡ぅあああ♡くる…うう…ふぁあ！ 

ア：さぁ、『PlatonicAngels』の水瀬さやかさんの初おマンコ中イキきますよ♡ 

  エル、ばっちり収めて下さいね♡ 



エ：わかった。君も、おちんちん扱く手、すごく速くなってる。 

  イクの？構わない。出して。水瀬さやかがイクのと同時に…出して。気持ちよくなって。 

さ：ああああああ！きちゃいます…ふううぅ！私‥私っ…またカメラの前で… 

  TV の前で‥はしたなく…いっちゃいます…♡ふぁああ♡やぁあ♡きもち…きもち♡ 

  イク…いっちゃう…おまんこイク♡クリちゃんでもイク♡両方イク♡ 

ア：すごい♡高速手マンですね♡初めてなのにお上手ですね♡ 

  ほら、カメラにイキ顔さらしちゃいましょ♡おまんこ G スポ自分で刺激しながら 

  いっちゃいましょ♡ファンの皆さんに、メンバーの皆さんにみてもらいましょ♡ 

  さやかさんのドスケベオナニーを♡ 

さ：ふぁっ…アリアさ‥あっ…そんなこと言われたら…私っ…ふぁっ…あああああ！ 

  らめ…らめですっ…あ、イクイクイクイク！ぅあ…うぁああ♡ふぁんふぁぁあん♡ 

んく…んく…あっイク…イクイクイク！ああ！ふぇ…えっ…ぁ♡な、何…？ 

やっ…おしっこでそ‥う…？嘘…やだ…でも‥もう止まらな…イク…イクイクイク！ 

  あっ‥らめ…くる…おしっこれちゃいそ‥んく…らめ…イクイクイク！ふぁっ… 

  ふぁ…ぁあああああああ？ふぁあああああん♡ぅあ…ぁあああああ… 

  ああ…ぅああ…ああああ…あ‥あああ… あ … あああ‥ あああ… 

  はぁ…はぁ…はぁ…！ はぁ… はぁ… はぁ…んっ…く… はぁ… はぁ… う… 

  はぁ‥ はぁ… ん… んんっ… はぁ… はぁ…はぁ… はぁ… んっ… はぁ… 

  はぁ… はぁ… はぁ‥ ぁ… ぁあ… はぁ… んっ…は… はぁ… はぁ…  

エ：すごい…ここまでとんできた… 

ア： まぁ♡すっごい！潮吹きですね～♡うふふ♡よっぽどきもちよかったんですね～♡ 

さ：はぁ…はぁ…ううう…恥ずかしいですぅぅ… し、潮…うう…おしっこじゃ… 

ア： おしっこじゃありません♡お潮です♡Ｇスポを刺激して気持ちよくなると 

  こうなっちゃうんですよ♡うふふ‥すっごいいっぱい出ちゃいましたね♡ 

さ：はぁ…はぁ…恥ずかしい…恥ずかしいです…ううう…はぁ… はぁ… はぁ… 

エ：じゃあもう一回、イッた後のおまんこ、指で広げてカメラに見せて欲しい。 

さ：ぅう…わ、わかりました…はぁ…はぁ…こ、こうでしょうか…んっ…んんっ…♡ 

  はぁ… はぁ…はぁ…はぁ… 

ア： うふふ…やらしーですね♡ イッた直後でひくひくしているおまんこをくぱぁって 

   開いて見せつけるなんて♡ 

エ：すごく、エッチ。ぬらぬら光って脈打ってる…。 

アイドルのおまんことは思えないくらいいやらしい。 

クリトリスも充血してて…まだまだイキたそう。 

さ：はぅ…ぁう…うう…い、言わないで下さい…そんな…恥ずかしいこと…はうう… 

ア：あらあら、見て下さい。さやかさんのオナニーを見て…潮吹き絶頂を見て、 

  TV スタッフさんが射精しちゃいましたよ♡ 



さ：ふえ…ふぇえ♡ ほ、本当です…ああ…精液が…沢山出て…うう…はぁ… 

ア： …ふふふ…どうしました？ 

さ：うっ…うう…いえ…はぁ…はぁ…なんでも…んっ… 

ア： スタッフさんのおちんちんや精液…気になりますか？ 

さ：う…ううう… 

ア：そうですよね。それだけ発情したら…男の人のおちんちんや精液が欲しくなるのは 

  女として当然ですから♡じゃあ…ちょっと味わってみましょうか♡ 

 

 

 

５、初おちんちん＆精液テイスティングフェラ 

 

 

ア： さ…じゃあさやかさん、初めての男の人のおちんちんをしっかり見た感想を 

教えて下さい♪あ、貴方はソファーに座ったままで大丈夫ですよ。 

さ：…えっと…すごく…可愛らしい…ですね。それに、柔らかそうで… 

  精液がいっぱいついて…すんすん…すんすん…すごい、匂い…です。 

ア：ふふ。射精したばかりのおちんちんは縮んじゃってますからね。 

  でもこのおちんちん…さっきまではすっごく大きかったんですよ？ 

さ：そ、そうなんですか…？ 

ア：ええ。すごく逞しくて立派なおちんちんでした。 

さ：ふあぁ…見たい…です…興味あります… 

ア：ふふふ。そうですよね。じゃあさやかさんに彼氏がいたら、どんな風にして 

  おちんちんを大きくしてあげるのか、実際にやってみて頂きましょうか。 

  スタッフの彼をご自分の彼氏だと思って、お口で舐めたりしゃぶったりして、 

彼のおちんちんを大きく立派に勃起させてあげて下さい。 

さ：は、はい…！あ…でもい、いいんですか？貴方は…嫌じゃ、ありませんか？ 

  そ、そうですか…。じゃ、じゃあ…もし、貴方が私の彼氏だったらという想定で… 

  おちんちん、えっと…舐めたりしゃぶったりすればいいんですよね。 

ア：はい♪そうですよ♪ 

さ：…こ、こういうことは初めてですから…へ、下手かもしれませんが… 

  頑張って見ますね。で、では…おちんちん‥んっ…すんすん、すんすん…ふぁあ… 

  えっちな匂い…♡い、頂きます‥♡ 

  れろ…れ…れろぉ～♡ちゅ…んっ…これが…精液の味…ん‥れろ…れろぉ…ちゅるる 

  ちゅる…ちゅるる…じゅる…じゅるる～…ちゅぷ…ちゅうう…ちゅぱ♡れろぉ… 

  はぁ…はぁ… んっ…れろぉ‥ れ～…ちゅ…ちゅぷ♡ ふぁ…すんすん…ちゅ… 



エ：どう？清純なアイドルに甘くお掃除フェラされるのは。気持ちいい？ 

ア：気持ちよさそうですね♡お顔、蕩けてますよ♡ふふふ… 

さ：はぁああ…お口の中に精液の味が広がって…ん…ちゅるる…れろぉ…すごい…れふ… 

んっ…ふぁ…じゅるる…おちんちん…少し、大きくなってきました…んんっ… 

じゅるる…ちゅる…れろぉ…れろれろぉ…れろぉ～ちゅ…ちゅぱ…ちゅぅぅ♡ 

エ：夢中でフェラしてる…君に恋をしている状態だから、君の言うことは何でも聞くはず。 

  おちんちん、大きくなってきたみたいだし、少し強めに吸うように言ってみたら？ 

ア：それはいいですね♪じゃあ強く吸うように命令してみましょう♡ 

さ：んじゅ…じゅ…じゅぽ♡ はぁ…はぁ… え？もっと強く…ですか？ 

  は、はい♡じゃあ少し強めにおちんちん…しゃぶらせて頂きますね♡ んっ…れろ… 

  じゅぷぷぷ…じゅっぷぷぷ♡ んぶ…んぶぶ…じゅるるる…じゅぷぷぷ♡ ぷはっ… 

  こ、こんな感じ…でしょうか？ はぁ…はぁ… はい♡じゃあこのまま…んっ 

  じゅるる…じゅぷ…じゅぷぷ♡くちゅぅ♡ 

ア： うふふ…彼のおちんちんのお味は如何ですか？ 

さ：んぶ…じゅっぶ…じゅぶぶ…はぁ…はぁ…すごく…美味しいです…♡ はぁ…はぁ… 

  じゅぷ…んっ…舐めていると…んっ…じゅるる…すごく…体が熱くなってきて… 

  はぁ… はぁ…じゅるる…じゅぷぷ… すごく…エッチな気持ちになります…♡ 

  んんっ…じゅるるる…じゅぷぷぷ♡ ぐちゅ…じゅぷぷ…れろれろ～じゅぷ～♡ 

ア：カメラの前のファンの方も今きっと、さやかさんにフェラされている気持ちになって 

  浸っていますよ♪ほら、目線を彼だけじゃなく…エルの方に。カメラの方にも下さい♡ 

さ：じゅぶぶ…は、はい♡ んじゅ…ちゅぷぷ…♡ちゅるるるる‥はぁ…ちゅぱ…♡ 

エ：舐めながら、何か一言、言って。 

さ：んぶ…ちゅぶぶ…♡はい…♡んぶ…私…PlatonicAngels の水瀬さやかは‥じゅるる… 

  今日初めて…じゅぷぷ…男の方のおちんちんを舐めました…んっ…じゅぷぷ♡ 

  すごく…ちゅぷ…ちゅぷ…美味しい…です…んっ…れろれろ…ちゅぷ…♡はぁ…はぁ 

  匂いも…すごくって…はぁ…はぁ…頭がくらくらします…♡はぁ…はぁあ…♡ちゅ… 

  じゅるるるる…じゅる…か、彼氏ができたら…お家で…んっ…♡お休みの日には… 

  はぁ…はぁ…じゅるる…じゅる…こうして…おちんちん…ちゅぱ…舐めてあげたい‥ 

  です‥♡んちゅ…ちゅぱ…じゅるるるる♡はぁ… 

エ：どんな風に舐めてあげたいか、具体的に言って。 

さ：はい…じゅるる…んっ…ちゅぱ…こうして…舌で…はぁ…はぁ…ぺろぺろ… 

おちんちん全体を舐めたり…ぺろぺろ…ぺろぺろ…れろ～れろれろ…れろ～ 

おちんちんの先っぽを…唇で咥えて…んっ…じゅ…じゅ…優しく… 

吸ってあげたり…じゅるる…じゅ…じゅぷぷぷ…じゅぷ～…じゅぷじゅぷ♡ 

はぁ…はぁ…後は…奥までおちんちん、咥えこんで‥んぶ…んっ…ぐ… 

エ：すごい。大きくなったおちんちん、一番奥まで口に入れてしまった。 



ア： 喉の奥におちんちん、当たっているんでしょうか？ふふふ♪ 

さ：んぐっ…はひ…喉の一番奥に…おひんひん…あたっれ…まふ…んぶ…んんんっ…♡ 

  じゅぶ…じゅぶ…お口全体で…んぶぶ…ぐぷ…ぐぽぽ‥じゅぷぷぷぷ♡ 

  はぁ…はぁ…じゅぼぼぼぼぼ♡んぶ…んぐ…んぐ♡きもち…れふか…？んぶ…じゅぽ! 

  んぅ…んんっ♡お、おちんちん…おっきく…ふぶ…んぶぶ♡ 

ア：あらあら、もう出そうなんですか？お射精、しちゃいそうです？ 

エ：これだけ一生懸命フェラされたら、気持ちよくなってしまうのは当然。 

  おちんちんに必死にしゃぶりつくアイドルに興奮しないわけない。 

  出す？射精、する？ 

ア： あらあら、これから本番なんですから…まだ出しちゃだめですよ♡ 

  おちんちん、我慢です♡ 

エ：…可哀そうだよ、姉さん。こんなに息を荒くして、射精したそうにしてる。 

  出させてあげるべき。 

ア：んもぉ、エルったら…。まぁあと 1 回くらいなら… 

洗脳精子もまだ確実に残りますので大丈夫ですけど…うーん。ただ… 

  フレアの催眠効果がそろそろ切れるころですし、エッチをする前に催眠が解けると 

  面倒ですから…できればここは我慢して頂きたいのですが。 

  2 度目は警戒心から力を使っても催眠にはかかりにくいですし。 

エ：姉さん、お願い。 

ア：…んもぉ。仕方ありませんね。じゃあ、こうしましょう。 

  私がこちらで射精は我慢するように言います。 

エルはそちらの耳で、射精を促して下さい。 

後は、貴方の意思次第ということで。 

但し 10 数えますから、10 で射精しなかったら本番行為まで我慢して頂きます。 

エ：うん。それでいい。よかったね。君が射精したければ、できる。 

  したくなければ我慢すればいい。 

さ：んぶぶ…お口に…入りきら‥ない…くらい…大きく…んぶ‥じゅぷぷ…ぐぷ… 

  しゅご…い…でふ…んぶ♡とろとろ…しょっぱいお汁も出てきて…んぶぶ♡ 

  じゅぷぷ…じゅぷぷぷぷ♡んぶ…んぶぶ…ぐぷ♡じゅぽぉ♡はぁはぁ… 

ア：さやかさんたらすごくイヤらしい顔で舐めてますね。お顔が涎とカウパーでどろどろ… 

じゃ、10 カウントいきますよ…0 で射精しなければ射精はお預けですからね。 

  では…１０ 9 8 我慢ですよ…射精は我慢です… 

エ：7 6 5 出していい…精液、水瀬さやかの口に、出していい。気持ちよくなって。 

ア： 4 3 ほら…我慢して下さい… おちんちんに力を入れて…目を閉じて… 

エ：2 1 ほら、出して…出して…出して。気持ちよくなって。気持ちいいまま、出して。 

  イって。イってイってイってイって。 



さ：んぶ…んん！今、おちんちんの中…じゅるって…んぐっ…んぶぶ♡ 

ア： せーの… 0♡ 我慢我慢我慢～♡ がーまーんーです～♡ 

エ：0♡ ぴゅぴゅぴゅぴゅぴゅ～…ぴゅるる…ぴゅるるるるる～。 

さ：んっ…んぐ…んんん?!んぶ…んっ…ん～～～…んっ…ごく…ごく…♡ 

  んぶ…じゅぷ…じゅるる…ごくん♡ ぷは…はぁ…はぁ…はぁ… ふぁあ…♡ 

  せ、精液…はぁ…はぁ…の、飲んじゃいました…♡はぁ…はぁ… はぁ…♡ 

ア：あらあら出しちゃったんですね。ダメって言いましたのに…もぉ♡ふふ。 

それにしてもさやかさん初めてのフェラで精飲までしちゃうなんて…エッチですね♡ 

  ほら、さやかさん、お口あ～んして、全部飲みましたよ～ってアピールして下さい♡ 

カメラに向かってお口、あーん…ですよ♡ 

さ：は、はい…♡んっ…あ～ん…♡ はぁ… はぁ… はぁ…♡ 

  全部、飲ませて頂きました♡ はぁ…はぁ…とっても…濃厚で美味しい精子でした♡ 

  はぁ…はぁ…も、もし彼氏ができたら…おうちでこうして…してあげたい、です♡ 

  んは… はぁ… はぁ… はぁ… はぁ… はぁ… はぁ… はぁ… はぁ…♡ 

エ：口の中‥少し精液の粘着きが残ってて糸引いてるのがえっち。ん。しっかりとれた。 

  出したんだ。しっかり気持ちよくなれた？ 

ア：あら？…あらあら、おちんちん、あんまり小さくならないですね？ 

  もしかして…ふふ…♡ ｸｽｸｽｸｽ…私が出しちゃダメって言ってましたから… 

その影響で中途半端な射精になっちゃいました? 

エ：顔も、まだ発情してるオスの顔、してる。 

ア：出しきれなくて、おちんちん疼いているんですね♡ﾌﾌﾌ…丁度いいです。 

  じゃあ折角おちんちん疼いているんですし、 

さやかさんにかけたフレアが解けないうちにセックス…して頂きましょうか。 

エ：それがいい。ついに…中にいれる時間。 

頑張って水瀬さやかの膣に…いっぱい中出しして。今度は思いっきり、イッていい。 

ア： うふふ…じゃあ早速…始めましょうか♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６，催眠でラブラブ騎乗位中出しセックス 

 

ア：ふふ…これがさやかさんのベッドだそうですよ。シングル…じゃないですね。 

さ：は、はい…セミダブルなんです。シングルだと落ちそうになっちゃうことが多くて… 

ア：そうですよね～♡お胸、おっきいですし、さやかさんが寝返りをうつには 

  シングルベッドじゃ狭いですよね♡ 

さ：はぅ…そ、そうなんです…えへへ。 

ア：さぁ、じゃあ早速次の撮影を再開しましょうか♪ 

  『PlatonicAngels』水瀬さやかさんはもしも彼氏ができたらどんなセックスをしたいか 

   実際にこの男性スタッフさんとセックスをしながらお話してもらいましょう♪ 

   じゃ、よろしく頼みますよ♡たっぷり、中出ししてください♡ 

エ：はい、カメラ回った。じゃあ君はベッドに寝転がって。仰向けに。 

  そう。僕はここで撮影してるから。宜しく。 

ア：じゃあさやかさん、もしも彼氏ができて…彼を家に招いてセックスをするとしたら 

  どんなセックスをするのか…教えて頂けますか？ 

さ：は…はい…え、えっと…私…まだセックスの経験はないので…ほ、本で読んだ知識…や 

  お友達から聞いた知識しかないですが…自分としては…尽くしてあげたいので… 

  こうして… 

  えっと…彼の上に…跨って…んっ…はぁ…はぁ…そ、それでおちんちんをおまんこに 

…入れて…はぁ‥はぁ…動いてあげたいと思っています… 

  あ、えっと…重たくないですか？大丈夫…ですか？ 

そ、それならよかったです。…えっと… 

ア：なるほど～♡騎乗位でご奉仕をしてあげたい、ということですね♪ 

さ：は、はい…やっぱり、一番…好きな人には尽くしてあげたい…ですから…♡ 

  はぁ… はぁ… んっ… 

ア：じゃあ実際にこの方を彼氏だと思って…セックスしてみて下さい♡ 

さ：は、はい…えっと…貴方が大丈夫なら…えっと、嫌じゃ…ないですか？ 

  はぁ…はぁ…よ、よかったです。なら…さ、させて頂きますね。 

ア：ふふ…なんだかドキドキしますね… 

さ：えっと…ま、まずは…キス…からです…よね？ 

  大好きな人には…大好きって…伝えたいですから…♡ 

  き、キス…しますね…♡んっ…ちゅ…ちゅ♡ 

  ちゅ… ちゅ… ちゅぱ… ちゅ…んっ… 

  ちゅ… んっ…ちゅ… ちゅぱ… ちゅぷ… ちゅ… ちゅ♡ はぁ…はぁ…んっ… 

  ちゅ… ちゅう…ちゅぅ…♡ ちゅぱ ちゅ… ちゅ ちゅ～… ちゅ♡ ちゅぱ♡ 

  んは…はぁ… はぁ… はぁ… はぁ♡ んっ‥ど、ドキドキ…しますね…えへへ♡ 



  ちゅぱ… ちゅ…んっ… ちゅ… んっ…ちゅ… ちゅぱ… ちゅぷ… ちゅ… 

  ちゅ♡ はぁ…はぁ…んっ… ちゅ… ちゅう…ちゅぅ…♡ ちゅぱ ちゅ♡ 

  はあぁ…唇…蕩けちゃいそうです…♡ はぁ…はぁ… 

  え…えっと…その後は…舌を絡めたキス…するんです…よね…？ んっ…れろ…ちゅ 

  れろ…れる… くちゅ♡ ちゅっぷちゅっぷ… 

  じゅぷ…はぁ…はぁ… 舌が絡まって…え、えっち…です♡んっ…ちゅる…れろ… 

  れるれる…くちゅぅ…はぁ…はぁ… 貴方の舌と私の舌が糸…引いて…んっ…れ～… 

  じゅぷ…じゅぷ…れろ…れろぉ～れろれろ…くちゅ♡ はぁ…はぁ…んく…ちゅぷ♡ 

  はぁ…はぁ…何だか…体が…熱く…んっ…ああ…じゅるる‥ちゅぷ…ちゅっちゅ♡ 

  くちゅぅ…はぁ…はぁ…んんっ♡ じゅぷぷ…じゅぷ♡ くちゅぅ…れろ…れろぉ♡ 

  ぷはっ…んっ… はっ… はっ… はぁ… はぁ… んっ…し、舌が… 

  とけて…無くなっちゃうかと思いました… はぁ… はぁ… きもちい…です… 

  私…キスも初めてで…へ、へたっぴかも…です…んっ…ちゅ…ちゅるる…れろぉ…♡ 

  はぁ‥んっ…ちゅぷ…ちゅ…ちゅ♡ くちゅ‥ちゅぱ…れろれろれおぉ♡じゅぷぷ♡ 

  ちゅぷん…♡ はぁ…はぁ‥ はぁ… はぁ♡ んっ…貴方とのキス…何だか… 

  うう‥すごく体が痺れます…はぁ… はぁ… おまたも‥じんじんして…んっ… 

  はぁ…はぁ…  

ア：あらあら…この方に本当に恋、しちゃいそうですか…？ 

さ：はぁ… はぁ… うう… も、もう…しちゃってるかもしれません… はぁ…はぁ… 

 さ、さっきのオナニーや…お口でさせて頂いた時もドキドキが止まらなかったですし… 

 キスも…止まらなくて…んっ…はぁ… もっともっと…したくなって… その先も… 

 ほ、ホントに貴方とならしたいって…思って… お、おかしいですよね？ 

 貴方とは…今日会ったばっかりなのに…はぁ… はぁ…  

ア：あらあら、ｸｽｸｽ♪ おかしくなんてありませんよ♡ ひとめぼれなんてよくありますし 

  …それに、恋って、突然始まるものですから♡ 

さ：はぁ…はぁ…そ、そうです…よね♡ はぁ…んっ… だって…この気持ち… 

  貴方をみてﾄﾞｷﾄﾞｷして… え、エッチなことをしたくなるこの気持ち… 

  こ、恋以外じゃ… はぁ…はぁ… 説明が…つきません…♡ はぁ…はぁ… 

エ：恋してるなら、アピールしないと。彼に、自分のことを好きになってもらえるように。 

さ：そ、そうです…ね♡ アピール、頑張らないと、です…♡ 

ア：ふふふ♪でもこれ、テレビに映っているんですよ？ 

  いいんですか？アイドルがテレビで告白なんて♡しかもエッチなことしながら…♡  

うふふ…ダメですよね？アイドルなんですから恋人つくっちゃ‥ 

さ：ああ…そう…でうしょね。はぁ…はぁ…私、アイドルなのに… 

テレビの前で恋してるって…言っちゃった…はぁ…はぁ…でも…止められないんです。 

私…もう…この方のことが好きで…心も体も…止まれないんです…♡ 



ア：うふ…じゃあテレビの前のファンの方に謝罪しないとですね♡ 

  彼にエッチにアピールしながら謝らないと♡ 

エ：ほら、カメラはこっち。見て、水瀬さやか。 

さ： はぁ…はぁ… うう…ファンの皆さん、ごめん…なさい♡ はぁ…はぁ… 

  でも私… もう…彼のことが…好きで…どうしようもないんです…はぁ…はぁ… 

  い、今もキスして…んっ…気持ちよくて…頭がぼーっとして…はぁ…はぁ… 

  ﾄﾞｷﾄﾞｷ…止まらなくて… んっ…はぁ… はぁ…はぁ…♡ おまんこ… 

  濡れちゃってるんです…み、見えますか…？れ、レオタード… 

  もう濡れて…シミになって… はぁ…はぁ…ほら、少し腰を上げると…んっ…は… 

  ほら…糸…ひいちゃうんです…♡ あ、愛液が…いっぱい溢れて… はぁ… 

  彼のお腹を濡らしちゃってるんです… はぁ‥ はぁ… は、はしたないアイドルで 

  ごめんなさい…♡ はぁ…はぁ… うう…あ、ダメ…もう…おまんこ…疼いて 

  我慢…できないんです…はぁ…はぁ… 

お、おちんちんに…おまんこ、擦り付けさせて下さい…♡ はぁ…はぁ… 

んっ…私のおまんこ…アピールさせて下さい…♡ 

皆さん…ファンの皆さん、ごめんなさい… はぁ…はぁ…♡ で、でも… 

優しい皆さんならきっと… 私の恋も、んっ…応援してくれますよね…♡はぁ…はぁ 

  見ててください…♡ 私の…アピール…♡彼への告白おまんこアピール…♡ 

  んっ‥おちんちんに…おまんこ擦り付けます…レオタードのまま…んっ♡ 

  あっ…ふぁあ♡ お、ちんちん…こす… こす♡ はぁ…はぁ…こす…こす♡んん…! 

  ぁっ…は…しゅご…い、です…うう…おちんちん…固い…です…♡はぁ‥はぁ… 

  嬉し…んっ…はぁ…はぁ… 熱くて立派なおちんちん… はぁ…はぁ… うう… 

  はぁ‥はぁ… さやかの…さやかのおまんこ…どうですか…？んっ…んっ… 

  わぁ…♡気持ちいいなんて…嬉しいです♡ はぁ…はぁ… 

  はぁ… はぁ… はぁ… はぁ… んっ… はぁ… はぁ… はぁ… はぁ…  

  んっ…  はぁ… はぁ… はぁ… はぁ… はぁ… はぁ… はぁ… はぁ…  

 

ア：あらあら、貴方も随分興奮してきましたね♡ 

  さやかさんにおまんこ擦り付けられて、気持ちよくなってるんですか～…ふふ♡ 

  沢山いるファンからアイドルを奪うって…どんな気分です？ ふふふ♪ 

エ：それはきっと、すごい優越感、だろうね。誰も抱けないアイドルに 

  告白おまんこアピールされて、セックスできる。 

君がして欲しいこと…水瀬さやかにねだればいい。喜んでしてくれるはず。 

そろそろその固くなっておちんちん…水瀬さやかのおまんこに…入れてみる？ 

さ：あん… っ…はぁ…はぁ♡ え…？おちんちん…おまんこに入れたい…んですか？ 

  え？え？い、いいんですか？さやかのおまんこに…おちんちん入れても… 



  わぁ♡嬉しいです…♡私も…もうおまたじゅるじゅる濡れてて…貴方のおちんちん 

  待ってて…切なくなってたんです…♡じゃあ…テレビの前で、貴方のおちんちん… 

  入れちゃいますね♡ んっ…腰を浮かせて…はぁ…はぁ…す、すごい…♡ 

  おちんちんぴょんって…垂直になって… ふぁああ♡ はぁ… はぁ… 

血管が浮き出てびくんびくんしてるおちんちん… すごい… かっこいいです…♡ 

男らしくて…はぁ… はぁ… すごく‥逞しい…♡ はぁ…はぁ…こ、これ… 

私のおまんこで頂けるんですね…♡ うあぁ♡幸せすぎますぅ♡ はぁ…はぁ… 

ア：ふふふ…じゃあしっかりテレビ映えするように、彼と繋がる所…見せて下さいね♡ 

  エル、さやかさんのおまんこと彼のおちんちんの接合部分を少しアップ目にして 

  とってくださいね♡さやかさん、処女ですから…初めての男性器挿入シーン、 

  しっかりファンに届けてあげましょう♡ 

エ：わかった。じゃあ水瀬さやか。テレビの前のファンに見せつけるようにしながら 

  おまんこにおちんちん、挿入して欲しい。 

さ：は…はい…♡じゃあ…レオタードを…んっ…横にずらして…ああ…ぐしょぐしょ… 

  そ、それで…おちんちんをおまんこにくっつけて…っ…あ、ひゃん♡ んはっ… 

  あ、当てただけなのに…んっ…すごい…うう…ぞくうって…快感が… 

  はぁ‥はぁ… ぬるぬるしたさきっぽが私のおまんこの入り口に…ちゅって…♡ 

  はぁ…はぁ… これだけで…私…もう… はぁああ… はぁ…はぁ… 

ア：さやかさん♡ほら、彼にアピールしなきゃ♡さやかさんのおまんこアピール♡ 

ほら、テレビの前のファンにもしっかり聞こえるように♡ 

さ：は、はい、そうです…よね♡んっ…さやかのおまんこ…貴方のおちんちんが欲しくて 

  もう‥こんなにぐちょぐちょなんです♡貴方のことが好きで好きでたまらなくなった 

  私のぬれぬれおまんこに…貴方のかっこいいおちんちん…食べさせて下さい…♡ 

  上のお口でも美味しく味わわせて頂いたおちんちん…さやかの下のおくちでも、 

  味わわせて下さい…♡ はぁ…はぁ‥お願い、します…♡ おちんちん…ぱくって… 

  涎だらだら垂らしてるはしたないさやかのおまんこに…食べさせて下さい…♡ 

   

  んは…♡あ、ありがとうございます…♡はぁ…はぁ…じゃ、じゃあ…ファンの皆さん 

  ごめんなさい‥♡PlatonicAngels の水瀬さやかは皆のさやかじゃなくなります…♡ 

 この方に夢中なんです♡恋してるんです♡この方のおちんちんをおまんこで咥えるとこ、 

  皆さんに見せちゃいますね♡はぁ…はぁ…ダメなアイドルでごめんなさい♡  

  でも…好きな人のおちんちん咥えること、優しい皆さんなら…許してくれますよね？ 

  見て下さい♡さやかの…処女喪失シーン…大好きな彼に…おまんこ挿入するところ♡ 

  まだ片思いおまんこだから…いっぱいおまんこアピールして、これからはアイドルを 

  頑張るんじゃなくて、両想いおまんこになれるように努力していきたいと思います♡ 

  んっ…ん…いれ…ます♡ さやか…大好きな人のおちんちん…咥えます♡ 



  おまんこで…んっ…んっ…はっ…はあぁあああ♡ んっ…らいじょうぶ…れす♡ 

  はぁ…ああ…処女膜…破れる…♡ さやかの処女膜やぶれるぅ♡はぁ… はぁ！ 

  あぅ…！あああ♡お、おちんちん…太くて…しゅごい…です…！おっき…あああ♡ 

  半分入りました…♡ はぁ…はぁ…さやかのおまんこ…膣口狭くて…きゅうきゅう… 

  えへへ♡ はぁ…はぁ… 彼のおちんちん…ホント大きくて…さやかのおまんこ‥ 

  んんんっ！ぎちぎちだよぉ…♡ んっ…はぁ…はぁ♡ ああああ！い、痛いけど… 

  ゆっくり…んっ…なら…はいる…♡ ううううう！あああ…くる…一番奥まで… 

  お、おちんちんくるっ…！ ううう…皆さん…！テレビの前の皆さん…見て下さい♡ 

  はぁ…はぁ…！PlatonicAngels の水瀬さやかの…処女膜破れます…♡ 

  プラトニックじゃないところ見せつけてごめんなさいっ…♡あああ…くる… 

  一番奥まで…さやかの処女膜突き破って…おちんちん一番奥までくるぅっ…！ 

  ふぁっ…あああああ！ふぁあああああっ…っつ～～～～～！ 

  んはっ‥ぁあああ…ああ… んく…っ ふぁ‥あああ… き、来ました…っ… 

  お、奥まで…子宮の…さやかの子宮の入り口までっ…おちんちん～…♡ 

  っはぁ… はぁ… はぁ… んっ…はぁ… はぁ… はぁ… はぁ♡ んはぁ… 

ア：まぁ♡ついにさやかさんのおまんこにおちんちんが全部入ってしまったようですね♡ 

エ：挿入シーン、ばっちりとれた。 

ア：それはよかったです～♡さやかさんの記念すべき処女喪失シーンですからね♡ 

…それにしても…すっごい声でしたし…もしかしてさやかさん、イキました？ｸｽｸｽ♡ 

さ：っはぁ… はぁ… はぁ… んっ…はぁ… はぁ… はぁ… はぁ♡ んはぁ… 

ふっ…あっ…は…はぁ…はぁ…は、はい…んっ…い、イキ…まし… 

ひぁ?!ぁああ！らめ！今はまら…動いちゃっ…あんっ…ぅあ♡ 

ア：あらあら、彼のおちんちん、我慢できなくなっちゃったみたいですね♡ 

  さっきフェラで中途半端にイったまま、ウズウズしてましたもんね～ふふふ♡ 

  でもダメですよぉ♡さやかさんは処女膜破れたばかりなんですから、もう少し 

  動くの我慢してあげましょうね♡ほら、我慢、ですよ♡ふふふ♪ 

さ：あっ…あっ…あっあ…♡ はぁ… はぁ… はぁ…  

あ、ありがとうございます。お、おまんこ…まだおちんちんに慣れてないので… 

もう少しだけ、ゆっくりさせて下さい…♡ご…んんっ…はぁ…はぁ‥ 

ごめんなさい、私のきゅうきゅうのおまんこで締め付けて…辛いですよね♡ 

はぁ…はぁ…私が…動きますね♡貴方のおちんちん…気持ちよくするために… 

ゆっくりなら…大丈夫だと思いますから…♡ はぁ‥はあ… はぁ… んっ♡ 

んぁ…はぁ…はぁ…え？し、心配して下さるのですか…？はわ…お優しいんですね♡ 

んっ…んっ♡ はぁ…♡んっ…やっぱり‥大好きです…♡ はぁ… んっ…はぁ…♡ 

エ：君のそういう優しいところは…僕も好き。 

ア：…ふふ、私もです♡ 



さ：大丈夫…です♡ ふぁ！んっ…もう痛みはほとんど感じなくなってきて…ん…は… 

  何だかどんどん…気持ちよくなってきたんです…♡ はぁ…はぁ…♡ぁう♡ 

  少し…速く動かしますね♡ んっ…は…ぁああ♡ んっ…んっ… 

ア：ふふふ…すっごく気持ちよさそうですね♡  

  プラトニックを謳うアイドルだとは思えないくらい蕩けた淫乱顔で、 

おまんこくぽくぽ、くぽくぽって♡ファンの皆さんはこの姿、どう思うんでしょうね? 

さ：はぁ…はぁ…ぁう…♡ えへへ…きっと…皆さん優しいから…応援してくれます♡ 

  ほら、皆さん…見て下さい…♡んっ♡さやかは頑張ってますよ…♡ はぁ…はぁ… 

  大好きな人に振り向いてもらうために…んっ…おまんこアピール…ほら… 

  おちんちんぎゅうって締め付けながら…んっ…んっ…♡後ろに手をついて… 

  私の大好きなこの型との接続部分を皆さんが見やすいように…ぐっと後ろに沿って… 

  ぐち…ぐち… んっ…はぁ…はぁ… ぐち…ぐち… って…♡ んぁ…あっ♡ 

エ：すごく…やらしい。水瀬さやかのおまんこが愛液の涎を垂らしながらおちんちんを 

  しっかり咥えているのが丸見え…下腹がおちんちんの形にぽこっと膨れてるのも… 

さらにいやらしい。 

ア：ホントですね～♡ やだぁ♡さやかさんってばエッチです～♡ 

さ：えへ…えへへ…えへ♡ んっ‥ んっ…だって…♡はぁ…はぁ…アイドルだから… 

  はぁ‥はぁ…自分の頑張りは…ファンの方にちゃんと見えるように…しないと… 

  んっ… んっ♡ はぁ…はぁ！ そ、それに‥この体勢にしてから…んっ‥ん！ 

  彼のおちんちん、すっごく…よくて…♡ あっ…あっ…さっきまでより…中で… 

  私のおまんこの中でおっきくなってるの…わかるんです…♡んっ…は♡ 

  ああ…しゅごい…です♡んっんっ…彼のおちんちん…子宮の入り口まで届いてるの‥ 

  わかるんです‥♡ うう…はぁ♡ しゅご‥♡んっ♡ くふぅ…♡あっ…あっ♡ 

 きもち‥きもち‥です♡ふぁ‥あ…貴方も…んっ‥私のおまんこ…さやかのおまんこ… 

 感じてくれてますか？んっ…はぁ…はぁ…きっと…暖かくて…ぐじゅぐじゅに濡れてて 

  ねっとり…絡みついてきてると思うんです…けど♡ はぁ…はぁ…んっ… 

  えへへ…♡きもち…ですか♡ ああ…嬉しいです‥んっ♡はぁ‥はぁ！ 

  え？もっと速く…ですか？はい！じゃあもう少し…速く動きますっ♡あっ…あっ♡ 

ア：あらあら、ふふふ…おまんこアピールがなかなか魅力的だったみたいですね♡ 

  もうイキそうなんでしょうか？ふふふ…でもそろそろ…フレアの方も限界ですね。 

  もう催眠がもたないかもしれませんのでそろそろ中に出して… 

さ：あっ…あれ…？私…何やって…え？あっ…あっ♡ 

ふぇ…え⁈何で私…家で…な、なんで私…え？男の人に跨って… 

え？アリアさん…エルさん…？あの…あれ？あれ…？ 

ア：…！あら、まずいですね…催眠が切れたみたいです… 

エ：…大丈夫。ここまで高まっていればもう、水瀬さやかは… 



さ：ひゃ…ひぁっ！お、おちんちん…を、私…え？え？え？何がどうなって…あっ… 

  何…これ、ＴＶ…撮ってるんですか…？え？どうして…こんなことに…！ 

  や…え？ふぁっ♡あああ！やあ！おちんちん…突き上げちゃっ…ひぁあ♡ 

さ：ああああ！ふぁああ！あああ！らめ…イク…イっちゃう…！何々?!何ですかこれっ 

  え？ふぁああ！ＴＶ…あん…あん！カメラ回って…ひぁん！あん！あん！ 

  ふぁっ…うそ…あああ！嘘嘘嘘！やぁ♡んっ…でもなんで…こんな…ふぁ…！ 

  きもち…の♡ あっ‥あああ！体が勝手に…んっ…感じて…♡ やん！あん！ 

  くふぅ…♡ふあ！イク…いっちゃう‥きもち…の‥くるっ♡ 

ア：さやかさん、大丈夫ですから♡いいんですよ…体の感じるままに…気持ちよくなって 

さ：あん！あん！ひぁ！アリアさん…え？どういうこっ…ふぁ！あっあっ！ああああ！ 

  イク…突き上げられていっちゃいます…！やあぁ♡エルさん…とらないでください… 

  ＴＶ…カメラ止めて下さっ…あっあっあっあっあっ！ふあぁ！きちゃう…きもち…の 

エ：ほら、イって。中のおちんちんを絞りながらイって。これは、先輩命令。 

  大好きな人のおちんちんで、イって。TV の前のファンに見せつけながら…イッて。 

さ：へっ…あっひぁっ♡だ、大好きな…人っ…ふぁっ…あっ♡あん！私…そういえば… 

  あん！あん！この人のこと‥あん！あん！好きな‥あれ？何？頭がぐちゃぐちゃっ‥ 

  あん！あん！あん！ああああ…でも好きな…気がします‥そうだったかも…あれっ♡ 

  あああ！イク…この人のおちんちん…らめ…♡気持ちよくて…らめです…♡ 

  なんで…あれ？好きだから…？ひゃん！はぁ…はぁ！好きだからかも…です！あれ？ 

  でもテレビでなんて…ファンの人に見せるなんて…あれ？でも… 

アリアさんとエルさんは先輩だから…命令は絶対で…ふぁっ！ああああ！ 

ア：あらあら、限界ですか？くすくす♡いいですよ♡じゃあ…中出しといきますか♡ 

PlatonicAngels 水瀬さやかの膣内に‥子宮に…洗脳精子を中出射精してあげて下さい♡ 

エ：ほら、出して…出して…水瀬さやかの子宮に精子を注ぎ込んで。 

さ：ふぁ…もう…頭が働かない…んんっ♡あああ！気持ちよくて…もう何も…わかんな… 

ひぁ！あ、も、らめ♡イク…イク…イきます♡おまんこイクイクイク！ふぁっ… 

ファンの皆さん、ごめんなさいっ…こんな私でごめんなさいっ‥でも…抗えないのっ 

気持ちいいのに抗えないのぉおお♡ふぁ…もうらめ…らめらめらめイクイクイク！ 

  いっくうううぅぅぅうう♡んぁっえ？ひぁっ…ふぁっ…あああああ！ 

  んくうううう～～～～…熱いの…お腹にきましたぁぁ♡びゅびゅびゅって…ぅあ‥ 

  お腹に…子宮に…ふあ…これ…精液…う…あっ♡ あああ…お腹…きもち‥ふぅぅ♡ 

  ぅあああ…ああああ…はぁ…はぁ…はぁ‥はぁ… はぁ… はぁ… あああ…ああ… 

  中に…子宮に… 私の子宮に… 男の人の精液‥がぁ…あぁ… はぁ…はぁ…♡ 

  んっ…はぁ… はぁ… もう…何が…どうなって… …あああ…でも…きもちくて… 

  はぁ‥はぁ… はぁ… はぁ‥♡ んっ…はぁ… はぁ… はぁ… あ…ダメ… 

  おマンコから溢れてくる精液…見てると…はぁ…はぁ…んっ…この方のことが… 



  い、愛しくて…はぁ…はぁ…んっ… 

  はぁ…んっ…キス…したくなって…うう…ダメです…か？はぁ…はぁ…んっ… 

  あ、ありがとうございます…♡んっ…ちゅ…ちゅるる…れろ…ちゅ… 

  んっ…ちゅ…ちゅぷ…ちゅぷぷ…れろぉ…♡ はぁ…はぁ‥ちゅぱ…ちゅ… 

  んんっ…んく…ちゅ…ちゅぱ…れろぉ…れ～れろぉ～ちゅ♡ ちゅぱ…ちゅぷん♡ 

  んは…は… はぁ… はぁ‥はぁ… ああ… はあぁ… はぁ… はぁ… 

エ：任務、完了。お疲れ様。 

ア：素晴らしいですね♡貴方のお蔭で上手く行きました♡ 

…ふふふ…気持ちよかったみたいですね。お疲れ様です。 

 

 

７, 水瀬さやか性奴隷化完了～パイズリフェラ～ 

 

さ：はぁ…はぁ…はぁ…ちゅ…ちゅぱ… んっ…ちゅ♡ はぁ… はぁ…はあ…  

  んっ…はあ…お腹が…すごく…熱いです…はぁ… はぁ… 貴方の精子が‥ 

  私のお腹にいっぱい入ってきて…はぁ… はぁ… 幸せです… んっ…はぁ… 

  あれ…でも‥何でこんなことになってるんでしたっけ…？ 私…一体… 

  はぁ… はぁ… はぁ‥ はぁ… んっ… はぁ… はぁ… はぁ… 

ア：うふふ…すみませんね、さやかさん。私達実は…普通のアイドルではなく 

  反政府の者なんですが…これでなんとなく、わかるでしょうか？ 

さ：反…政府…？えっと…はぁ… はぁ… もしかして…Ext Aid…のことですか？ 

ア：はい♪正解です♪ 

さ：…そ、そんな…アリアさんと…エルさんが…？ はぁ… はぁ… え…じゃあ… 

  皆が理性を失う原因って… は… はあ… はぁ… 

ア：はい…私達の歌で皆さんの脳波を弄らせて頂いてます♪ 

  でも…貴方達の歌のお蔭で大変困っていたんですよ。なので今回はさやかさん、 

  政府の犬である貴方をこちら側に引き入れるために、彼とセックスして頂きました♡ 

さ：え…ええ…？え？えええ⁈ど、どういうこと…ですか…？ 

ア：貴女の中には Ext Aid の開発した洗脳精子が注ぎ込まれました…貴女はもう‥ 

  彼の言うことに逆うことができません。彼のいいなりです♪ふふふ♪ 

さ：そんな…洗脳なんて！わ、私は正気です！み、皆さんをひどい目にあわすような方の… 

  世界をおかしくするような方のいいなりには…絶対になりませんっ…！ 

  こ、こんなことされても私は… 

エ：命令して。PlatonicAngels を抜けて貴方と私達 Ext Aid のいいなりになれと。 

さ：私は絶対…PlatonicAngels には戻らないです！…あれ…？え…えっと… 

  私は貴女方のいいなりですからっ…反抗なんて絶対にしませんっ！ 



ア：ふふ。ええ、そうですよね♪そうして頂けるとありがたいです♪ 

さ：あ…れ？あれ？私今違うことを言おうとしたような…あれ？ 

エ：どうする…？これでもう水瀬さやかは僕達に逆らえなくなった。 

  このまま終わりにするのもいい。でも、まだおちんちんが疼くなら… 

  そう。構わない。君の好き命令するといい。水瀬さやかはもう君のいいなり。 

ア：あらあら、さっきの『しゅきしゅき催眠』が気に入ったんですか？ｸｽｸｽ♪ 

 さっきは途中で催眠が切れちゃいましたから… 

もう少し水瀬さやかにしゅきしゅき言われながら射精したいんですね。ｸｽｸｽ♪ 

エ：なら命令するといい。僕を好きになれ…と、そういえばいい。 

さ：さ、さっきから何を…私はっ…！私は… 私… は…。 え…？ 

  は、はい…貴方のことが大好きですから…♡なんでも言って下さい…♡ 

  えへへ…大好きです…♡ 

ア：うふふ♡ さやかさんは洗脳精子ととっても相性がいいみたいですね♡ 

  もう何度かイカせないと馴染まない人も多いですが、1 回の射精で完堕ちなんて… 

  さすがさやかさんです。素直で素敵な女性ですね♡ 

さ：あああ…私…私…もうダメです…♡ 貴方を見てると胸が熱くなって…んっ… 

  はぁ… はぁ… はぁ…♡ あの…キス、してもいいですか…？ 

  ふぁ…ありがとうございます♡ んっ…ちゅ…ちゅぱ…ちゅ♡ はぁ… 

  唇…熱いです…んっ…ちゅ…ちゅ♡ はぁ… んっ… 

  あの…わ、私…貴方のこと、何てお呼びすれば… 

  は、はい♡ ご主人様ですね♡ わかりました♡ 私は…さやかは… 

  ご主人様のことが大好きなんです‥♡ んちゅ‥ちゅぱ…ちゅ♡ 

  はぁ…はぁ… 片思い…ですけど‥えへへ♡ いつかさやかのことを大好きって 

  言ってもらえるように…さやか、頑張ります♡ はぁ…はぁ…ちゅ‥ちゅぱ…ちゅ♡ 

  さやかはもう…ご主人様の虜です…♡ ちゅ…ちゅぱ…ちゅ♡ はぁ‥はぁ… 

んっ…ご主人様に尽くしたくてたまりません…ちゅ…ちゅ♡ 

  はぁ‥んっ…ちゅ…ちゅ♡ どうかさやかに尽くさせて下さい♡ んちゅ‥ちゅぷ… 

  ﾁｭｯﾁｭ…ちゅ♡ んは…はぁ…はぁ…ご主人様のして欲しいこと…全部しますから♡ 

  何でも言って下さいね♡ んちゅ…ちゅ…ちゅうう…♡ ぷは…はぁ…はぁ… 

ア：パイズリフェラですかぁ、いいですね♪さやかさんおっぱい大きいですもんね。 

  そのお胸でおちんちんを挟んで扱いてもらうと…気持ちいいでしょうね♡ 

エ：確か水瀬さやかは F カップのはず。 

ア：まぁ♡いいモノをお持ちなんですね～さやかさんは♡ 

さ：パイズリフェラ…はい♡初めてですが頑張ってみますね♡ 

  んっしょ…おっぱいを…出して…っん♡ 

ア：あらあら、おっぱいを出すとすごい迫力ですね。これが F カップですか… 



エ：確かに、すごい迫力…乳首も綺麗なピンクで、形もいい。 

ア：これは男の方はたまらないですね～♡ふふ…この大きなマシュマロおっぱいに 

  今からおちんちん挟んでもらえるんですね♡絶対気持ちいいですよ～これ♡ふふふ♪ 

さ：では…おちんちん、お胸に挟みますね。んっ…ひぁ！ぬるって… 

  ふふふ♡ご主人様のおちんちん…精液とさやかのおまんこのお汁でどろどろです♡ 

ア：いやらし天然ローションですね♡ふふふ… 

さ：では…この少しだけ固くなったおちんちんを胸に挟んで…体に押し付けるように 

  …しながら…んっ…んっ… んっ… はっ… んっ… んっ♡ 

  こ、こんな感じ…でしょうか…？ 

エ：すごいいやらしい音が響いてる…ぐちゅぐちゅ…すごい音。 

ア：さやかさんの慣れてないぎこちない動きが新鮮ですね～♡ 

さ：んっ…は… はっ… んっ… んっ… ご主人… 様♡ はぁ‥ はっ♡ んっ♡ 

  どう… ですか？ んっ… きもち …ですか？ んっ♡ んん♡ ふぅ… はぁ♡ 

さ：はっ‥ あっ♡ ご主人様の… んっ♡ 体に擦れて…んっ は♡ 乳首…ああ… 

  勃起しちゃいました…♡ はぁ…はぁ‥ すみません… ご主人様♡ 

  さやかの乳首…こりこりで♡ はしたない乳首で…すみません♡ んっ…ふぁ♡ 

ア：あらあら、さやかさんの勃起した乳首が擦れるの、気持ちいいんです？ 

  それともやわらかおっぱいで擦られるのが気持ちいいんです？随分おちんちん 

  大きくなりましたね♡ 

エ：ほんと。もう、バキバキ。 

さ：う、嬉しいです…えへへ♡ す、少し慣れてきたので…そ、そろそろお口でも… 

  んちゅ…ちゅぱ… ちゅ… ちゅ♡ んっ…はぁ…ちゅ♡ 

  れ～‥ れろ～… れ～… んっはぁ… はぁ… はぁ！ んく… はぁ…♡ 

  ちゅ‥ ちゅぱ… ちゅ♡ んっ… ちゅ… ちゅ～～♡ れろ‥ はぁ… れ～♡ 

  こ、こんな感じで…しょうか？ パイズリ…フェラ‥は♡ んっ…れろ～れ～♡ 

  んっ… はぁ‥ んっ… ちゅうう れろぉ♡ じゅるる…じゅるぅ‥あああ… 

  精子…ご主人様の出して下さった精子… 美味しいです♡ 洗脳精子 美味しい…♡ 

ア：なんだかパイズリフェラってやらしいですね♡ あんなおっきなおっぱいで 

  おちんちん挟み込んで、体ずりずりして…そうしながらおちんちんの先を 

  ぺろぺろ舐めて…ふふ…精液にまみれながら…♡ 大人気アイドルなのに…ふふふ 

  ふふふふふ♡ 大好き大好きっていいながら…男の方のおちんちんをしゃぶって… 

エ：君も、随分息があがってきた。さっきイったばかりなのに、もういきそうなの？ 

  すごいね。元気で、すごく、いい。巨乳人気アイドルが自分の精液にまみれながら 

  大好きといいつつフェラしてくれる、すごく、えっち。 

  ぶっかけてあげたら？その顔に。君の、人工精液じゃない、君の精液を。 

  きっと、喜ぶ。 



ア：そうですね、結構出しましたし、次はもう洗脳用の洗脳精子ではなく貴方自身の精子が 

  でるでしょう。是非ぶっかけてあげてください♡ 

  貴方のことが大好きでしょうがない、大人気アイドルのさやかさんに♡ 

  溺れる位、ぶっかけてあげましょう♡ 

さ：れ～‥ れろ～… れ～… んっはぁ… はぁ… はぁ！ んく… はぁ…♡ 

  だいしゅき…だいしゅきです♡ んっ… だいしゅき… ご主人様♡ んっ… 

  ちゅ‥ ちゅぱ… ちゅ♡ んっ… ちゅ… ちゅ～～♡ れろ‥ はぁ… れ～♡ 

  れ～れ～♡ はぁ‥！ あん！ む、胸の中でおちんちん、びくびくって…あああ！ 

  ご主人様のおちんちんが… んっ♡ すごく固く… それに熱く…！ んっ…はっ… 

  お、お射精‥ですかね♡ は、はい、さやか頑張ります♡ ご主人様が気持ちよく… 

  お射精できるように♡ ふぁっ…あああ！ 出してください♡ ご主人様の精液♡ 

  だいしゅきです‥ご主人さま♡ さやかに…いっぱいぶっかけて下さいっ♡ 

  んっ んっ♡ おちんちん‥咥えて…んんんぐぷ… んぶ… これで…♡ 

  動きまふっ…んぶっ♡ んぶ♡ じゅ じゅ じゅ！ くちゅ…じゅぷ！ んん！ 

  んっ れろ…んっ んっ じゅる…んっ はぁ！はぁ… はぁ！ んっ… んぶ… 

  じゅ… じゅぷ！ ぐちゅ… ちゅ♡ ちゅむ… ちゅぷ！ はっ はっ れろぉ！ 

ア：まぁまぁ♡すごいです♡おちんちん咥えたまま…おっぱい擦り付けて… 

見てるこちらが興奮してくるくらいえっちです～♡ うふふふふ♪ 

エ：声、漏れてる。イクの？いいよ。イって。 

催眠精子で支配した、君に夢中の水瀬さやかに君の、君自身の精子をぶっかけて。 

きもちよく、出すといい。ほら、もう限界。足がひくひく痙攣してる。 

水瀬さやかが胸を擦り付ける度…びく…びくって… 

ア：さぁ、プラトニックを気取っていた天使様を穢しちゃいましょう♡ 

  清純なのに厭らしい体をした、貴方のことがだ～い好きな大人気アイドルを 

  貴方の精子でべとべとにしちゃいましょう♡ 

エ：その瞬間を、ちゃんとカメラに収めて、あげる。 

さ：んぶ…じゅ…じゅ…ん！ あっ ご主人様♡ ご主人様っ♡ っは‥んぶ… んぶ♡ 

  らいしゅき…れふ♡ んぶっ…んぶ♡ んぶ♡ お射精…くらはい♡ さやかの… 

  さやかの髪に…顔に…お口に… んっ んっ 沢山…かけてくらはいっ♡ 

  んっ ン んっ！ んっ… んっ ん ん！じゅぶじゅぶじゅぶじゅぶ！ 

  んぶ…んぼ♡ あ、たまたまが…今…ぎゅって…なって…んっ…ぁ！ 

  ご主人様のお精子くる…きます♡ ご主人様っ ご主人様♡ んぶ んぶぶ♡ 

  じゅぶぶぶぶ！ んぶぶぶ！ イって…いっれくらはい♡ さやかに全部… 

  ぶっかけてくらはいっ！んっ！出る…出るんですね！はい♡お口…離しま…ふぁっ！ 

  じゅぽん♡ んん！ んぁ！あっふぁああああああ♡ 

  あっ…あああ…しゅご‥ぁう！ お精子…ぴゅるるるる～って‥♡ ぅあ…ぁう…♡ 



  髪にも…顔にも…胸にも…んは…はぁ‥はぁ…はぁ…んっ んはっ…はぁ…はぁ♡ 

  びちょびちょびちょ…てぴゅるぴゅるぴゅるって…♡はぁ…はぁ‥はぁ…♡ 

ア：まぁ…♡沢山でましたね～♡ さやかさん、貴方の精液でぐちょぐちょですよ♡ 

  ふふ…さやかさん嬉しそうです～♡ 幸せそうで何よりですね♡ｸｽｸｽ♡ 

エ：カメラにしっかりおさめた。 

さ：あああ…ご主人様の精液…のシャワー…素敵…♡ さやか…幸せです…♡ 

  すんすん‥ すんすん… ふぁあ…♡ご主人様のえっちな匂い…好きです…♡ 

  ふふ♪ でも…もったいない、ですね。お胸の精液だけでも…んっ…指で救って… 

  れ～…ちゅ‥ちゅぱ‥ちゅう…れろれろ…れろ…♡ ちゅ‥ ちゅ♡ くちゅ♡ 

  はぁ…はぁ… 美味しいです…♡ ふふ‥♡ ご主人様…大好きです…♡ 

  え？撫でて…下さるのですか…？ わぁ…さやか嬉しいです♡ えへへ‥♡ 

  幸せ…です… さやか…もう、ご主人様のことしか考えられません…♡ 

  大好き…です… えへ… えへへ…♡ 

エ：お疲れ様。君は僕が撫でてあげる。君のお蔭で上手くいった。ありがとう。 

君は頑張った。えらい、えらい。なで、なで 

ア：あら、エルったら♪ふふふ、私も撫でてあげますね♪えらい、えらいです♪ふふふ♪ 

  じゃあ、今日はこれで引き上げです♪頑張った貴方には…帰ってからもご褒美ですね。 

エ：期待していて。僕達が…沢山、気持ちよくしてあげる。 

 

 

 

８、アリアとエルからのご褒美～お尻でご奉仕♪双子のえろえろおしくらまんじゅう♪～ 

 

ア：本日はお疲れ様でした♪滞りなくミッションをクリアして頂けて…ありがたいです♪ 

  貴方はとても頼りになりますね♪ 

エ：うん。すごく…助かる。今日はお疲れ様。 

ア：あら、そわそわしてますね。私達のお部屋にいるの…落ち着きません？ 

  それとも…ご褒美が早く欲しくて…落ち着かないんですか？ふふふ♪ 

エ：今日のご褒美は、何がいい？何でも、言ってくれていい。 

ア：お尻こき…？ お尻で…して欲しいんですか？ 

エ：お尻…？ 

ア：お尻でってどんな風にすればいいんでしょう… 

二人のお尻で、貴方のおちんちんを挟んでこすればいいのでしょうか？ 

…なるほど、ではちょっとやってみましょう。 

あ、スカートと下着を脱ぎますからちょっと待ってください♪ 

んっ‥ しょっと… 



エ：僕もズボンと下着を脱ぐ…待ってて。君も、ズボンと下着を脱いで。 

  んっ…  

ア： ふふ…少し、恥ずかしいですね…。ファンの男性に…スカートも下着も脱いで… 

  お尻を見せるなんて…。あ…前は手で隠させて頂きますよ。 

  ここを見るのは、PlatonicAngels 全員を貴方が堕として下さった時ですから♪ 

  今はまだ、我慢、ですよ。 

エ：んっ…僕も、ちょっと恥ずかしい…君の視線、えっち。 

ア： ふふ。やらしい目つきですね…オスの視線…♪性欲に満ちたその視線…好きです♪ 

  感じて…濡れてしまいます♪ 

エ：さっきから…前を隠している手をじっと見てる。えっち。 

ア： 私達のおまた…いいえ、おまんこ、気になるんですね…♪ 

  貴方がお仕事を頑張って下さったら…その時にはたっぷり堪能させて差し上げます♪ 

  さ、今はこっち…貴方がご所望の…お尻ですよ♪お尻を突き出して…んっ… 

  ひぁっ！貴方のおちんちんの感触が♪もうギンギンじゃないですか…♪ 

  準備万端…なんですね♪ 

エ：僕達のお尻で…君のおちんちんを、挟む…こう？んっ…おちんちん…熱い… 

 

ア：んっ…はぁ‥エルのおしりとくっついて…変な感じです… はぁ… はぁ… 

エ：はぁ…んっ…僕も…姉さんとお尻くっつけるの…初めて。変な感じ… はぁ… はぁ 

ア： で、でもこのまま動いたら…おちんちん擦れて痛いんじゃないでしょうか？ 

エ：確かに。お尻はおまんこじゃないから濡れないし…ローションをつけた方がいいと思う。 

ア：ローションなら貴方のすぐ横にありますよ。手を伸ばせば…あ、そう、それです。 

  そのローションを…垂らしてください♡私達のお尻と…貴方のおちんちんに…♡ 

エ：お尻突き出したこの体勢で待つの…結構、恥ずかしい…できれば、早くして欲しい…。 

ア：ひゃん…♡ふぁっ…♡冷たいです…ローション… 

エ：ぅあ…♡ んく…はぁ…♡ びっくりした…んっ… 

ア：はぁはぁ…すっごくとろとろしてますねぇ… はぁ… はぁ… 

エ：何だか…ﾑｽﾞﾑｽﾞする… はぁ… はぁ… 

ア：私もです…じゃあ…エル…手を繋いで同時にお尻を動かしましょう。 

エ：うん、姉さん。右手を… 

ア：ええ。この状態で…せーの…んっ… んっ… はっ… んっ… 

エ：んっ… はっ んっ… く… はっ… はぁ‥！ 

ア：はぁ… んっ イイ感じじゃ…ないですか？ ふふふ♪ んっ… は… んっ… 

エ：お尻が…ぬるぬるする… んっ… どう？ 君は…気持ちいい？ 

ア：それは… そうですよね！ んっ…女の子の…しかも自分の んっ…  

推しアイドルの…んっ お尻で… おちんちん… はぁ… 扱かれてるんです…から 



んっ… はっ… く… は… んっ… んっ… はぁ… はぁ！ んんっ♡ 

エ：君の… おちんちん… っ…は… 丁度… お尻の割れ目に… んっ… ハマってる 

  んっ… く… はぁ… はぁ… んっ… んんっ！ はぁ… はぁ！ んう…♡ 

ア：ほらほら♡ んっ… 推しアイドルの… お尻でおちんちん… んは… はぁ！ 

おしくらまんじゅうされる…気持ちは どう…です？ ふふふ♪ んっ… く… 

エ：姉さんとは… んっ… 手も繋いでる…し… んっ… タイミングも… んっ… 

  ぴったり… これ… 絶対気持ちいい… んっ…はぁ… はぁ！ んっ… はっ！ 

ア：あらあら…♪ んっ… ふっ… すごく気持ちよさそうな‥ お声…！ 漏れてます。 

エ：はぁっ… んっ… 僕達が…君のために 一生懸命… はぁ… お尻… 振ってるの  

  んっ… そんなに 興奮… するんだ… はぁ… ん… はぁ！ はぁ♡ 

ア：わかり…ますよ♡ んっ…貴方のおちんちん… 私達の… お尻の溝で… んっ… 

  どんどん…膨らんでます‥♡ はぁ…！ んっ… 熱くて… 太い…♡ はぁ…♡ 

エ：声も… んっ… んっ どんどん… 蕩けて… きてる… んっ… はっ… はぁ！ 

ア：ふふ♪ んっ… はぁ！ おっぱいより弾力があって… んっ… でも柔らかくて… 

  はっ… はぁ♡ すごく… いいんでしょう…？ ふふふ♪ んんっ！ はぁ…  

  じゃあ… んっ…もう少し強く… 速く… 動かしますね♡ 

エ：これ…くらい？ んっ… んっ んっ んっ♡ んく… んっ… んっ んっ んっ 

ア：そうね♡ はぁ… んっ！ んっ んっ んっ♡ はぁ！ ンっ んっ んっ！ 

んく んっ んっ んぁ！ んっ んっ んんっ んんっ んっ んっ！ ふぅ！ んっ 

いい ふぁ…！ もう…出そう… なんですか♡ んぁ…！はぁ…はぁ…！ んっ 

んっ！ んっ んっ んっ♡ はぁ！ ンっ んっ んっ！ んく‥ んっ んっ んん! 

いいですよっ 出して… ください♡ はぁ…！んっ んっ ん！ お射精…どうぞ♡ 

んぅ！ んっ んっ く… んっ はぁ‥ はぁ！ んんっ ん！ く… は！ んっ♡ 

推しアイドルの… お尻に！ んぁ！ 貴方の白濁を… 思いっきり んっ！  

ぶっかけて下さいっ♡ んはっ…んっんっ！ 

 

エ：んく んっ んっ んぁ！ んっ んっ んんっ んんっ んっ んっ！ ふぅ！  

気持ちよく… なって！ んっ… はっ… 出して んっ！ く！ はぁ！ はぁ！ 

んっ！ んっ んっ んっ♡ はぁ！ ンっ んっ んっ！ んく‥ んっ んっ んん! 

きて… 柔らかくて白い肌に… お尻に… 双子のお尻に… んっ… 出して…♡ んっ 

んぅ！ んっ んっ く… んっ はぁ‥ はぁ！ んんっ ん！ く… は！ んっ♡ 

君の熱いのが…欲しい… 

 

ア：ふぁ…今おちんちん…膨らんで…ぁっ…ふぁああん…ああああ…♡ 

エ：出る…出して んんっ…んんんんんんっ…！はぁあああ…♡ 

ア：ぅあ…お尻に熱い…のが…びゅびゅびゅって… はぁ… はぁ…はぁ… 



エ：すごい沢山… 出た、みたい… はぁ… はぁ… はぁ… 

ア：ホントです…♡ はぁ… はぁ…私達のお尻が…精液まみれです…♡ 

エ：あんなに出した後なのに…君は… はぁ…はぁ… 本当にすごい。優秀… 

ア：はぁ… はぁ… やりますねぇ…♡ んっ…は…この調子で…次もお願いしますよ♡ 

エ：君には… はぁ… はぁ… 本当に期待している。 よろしく、お願いする。 

ア：はぁ… はぁ‥ はぁ… はぁ… はぁ‥ はぁ… ふふふ♪ 

エ：はぁ… はぁ… はぁ… はぁ… はぁ‥ はぁ… んっ…♪ 


